
蘇

輯

の

い

び

き

の

詩

に

つ
い

て

山

口

若

菜

一
、

は
じ

め

に

北
宋
の
文
人
蘇
輯

(字
子
謄
、
號
東
披
、

一
〇
三
六
～

一
一
〇

一
)
は
、
「鼻

息
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

「
い
ひ
き
を
か
い
て
眠
る
自
分
自
身
」
を
描
寓
す
る

詩
を
、
計
五
首
作

っ
た
。
そ
の
う
ち
の
三
首
は
煕
寧
六
年

(
一
〇
七
三
)
か
ら
煕

寧
八
年
の
聞
に
作
ら
れ
、
こ
れ
は
蘇
輯
か
通
剣
と
し
て
杭
州

(現
漸
江
省
)
に
あ

っ

た
三
十
八
歳
か
ら
、
知
州
事
と
し
て
密
州

(現
山
東
省
)
に
あ

っ
た
四
十
歳
ま
て

の
期
聞
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
と

の
二
首
は
最
晩
年
の
元
符
三
年

(
=

○
○
)
の

六
月
末
か
ら
七
月
に
か
け
て
作
ら
れ
、
こ
の
と
き
六
十
五
歳
の
蘇
輯
は
流
罪
を
許

さ
れ
た
直
後
て
、
配
流
先
の
海
南
島
か
ら
廉
州

(現
廣
西
肚
族
自
冶
囁
)
へ
と
向

か

っ
て
い
た
。
三
十
代
後
牟
と
最
晩
年
の
二

つ
の
短
期
聞

に
お
い
て
、
蘇
輯
か

「
い
ひ
き
を
か
い
て
眠
る
自
分
自
身
」
と
い
う
詩

の
モ
チ
ー
フ
に
關
心
を
持

っ
て

い
た
こ
と
か
分
か
る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
に
は
二
つ
の
奇
妙
な
貼
か
あ
る
。
ま
す
、

い
ひ
き
は
、
知
識
人
の
文
學
と
し
て
長
い
傳
統
を
も

つ

「詩
」
と
い
う
ン
ヤ
ン
ル

て
扱
う
に
は
不
相
慮
な
ほ
ど

「
俗
」
な
内
容
で
あ
る
と
い
う
貼
て
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
す
、
蘇
転
は
こ
れ
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
詩
中
て
い
び
き
の

音
を
登
す
る
人
物
か
、
蘇
輯
本

人
で
あ
る
と
い
う
鮎
で
あ
る
。

蘇
輯

の
い
び
き

の
詩

に

つ
い
て

蘇
輯
は
い
ひ
き
を
表
す
際
に
主
と
し
て

「鼻
息
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
詩
を

讃
む
者
は
こ
の
言
葉
に
出
あ
う
と
き
に
、
自
然
と

「荒
々
し
い
呼
吸
音
」
と
い
う

音
聲
的
な
連
想
を
引
き
出
さ
れ
て
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
い
ひ
き
を
登
し
て

い
る
存
在
に
庄
目
す
る
。
詩

の
中
に
お
い
て
、
何
故
い
ひ
き
か
描
寓
さ
れ
て
い
る

の
た
ろ
う
か
。
詩
中
て
い
ひ
き
を
か
い
て
い
る
人
物
か
蘇
輯
本
人
て
あ
る
こ
と
に
、

何
か
意
味
は
あ
る
の
た
ろ
う
か
。
ま
た
、
蘇
輯
の

「鼻
息
」
の
詩
は
、
そ
の
後
の

詩
に
と
の
よ
う
な
影
響
を
與
え
た
の
た
ろ
う
か
。
本
稿
て
は
、
こ
れ
ら
の
鮎
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

な
お
、
蘇
輯
の
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
、
凋
磨
榴
輯
庄

『
蘇
輯
詩
集
合
庄
』
(上
侮

古
籍
出
版
肚
、
二
〇
〇

一
)
に
擦

っ
た
。
本
文
中
て
蘇
転
の
詩
を
引
用
す
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て

『合
庄
』
の
巻
敷
の
み
を
示
し
た
。
ま
た
、
詞
の
テ
キ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
郷
同
慶

・
王
宗
堂
編

『蘇
輯
詞
編
年
校
庄
』
(中
華
書
局
、
二
〇
〇

二
)
に
擦
り
、
引
用
の
際
に
は
牧
録
巻
次
と
頁
敷
を
示
し
た
。
蘇
転
の
文
章
を
引

用
す
る
際
に
は
、
孔
凡
禮
鮎
校

『蘇
輯
文
集
』
(中
華
書
局
、

一
九
八
六
)
の
牧

録
巻
敷
を
示
し
た
。
そ
の
他
の
テ
キ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
適
宜
當
該
箇
所
に
示
し

た
。

六
三



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
八
集

一
一、
蘇
載

の

「鼻
息
」
と
蘇
戦
以
前
の
い
び
き
の
詩

蘇
輯
は
人
聞
か
眠

っ
て
い
る
と
き
の
い
ひ
き
を
表
す
際
に
、
し
ば
し
は

「鼻
息
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。
特

に
、
自
分
自
身

の
い
ひ
き
を
指
し
て

「鼻
息
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
る
と
き
、
蘇
輯

は
こ
の
言
葉
に
特
別
な
感
慨
を
込
め
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
ず
、
何
蓮

『春
渚
紀
聞
』
巻
六

「東
披
事
實
」
の

「裕
陵
蜷
賢
士
」

　
　
ロ

の
項
に
引
く
以
下
の
逸
話
を
見

て
み
よ
う
。

.

.久
之
、
復
謂
景
文
日
、

「如
某
今
日
飴
生
、
亦
皆
裕
陵
之
賜
也
。
」
景
文
請

其
説
。
云
、
「
某
初
逮
繋
御
史
獄
、
獄
具
奏
上
。
是
夕
昏
鼓
既
畢
、
某
方
就

寝
、
忽
見

]
人
排
閥
而
入
、
投
筐
干
地
、
即
枕
臥
之
。
至
四
鼓
、
某
睡
中
覧

有
捻
髄
而
蓮
語
云
、
學
士
賀
喜
者
。
某
徐
輔
灰
問
之
、
即
日

「安
心
熟
寝
。
」

乃
摯
筐
而
出
。
蓋
初
奏
上
、
静
直
之
徒
、
力
誕
上
前
、
必
欲
置
之
死
地
。
而

裕
陵
初
無
深
罪
之
意
、
密
遣
小
黄
門
至
獄
中
視
某
起
居
状
。
適
某
書
寝
鼻
息

如
雷
、
印
馳
以
聞
。
裕
陵
顧
謂
左
右
日
、
「朕
知
蘇
輯
胸
中
無
事
者
。」
於
是

即
有
黄
州
之
命
、
則
裕
陵
之
恕
、
念
臣
子
之
心
、
何
以
補
報
萬

一
。

(
.之
を
久
し
く
し
て
、
復

た
景
文
に
謂
ひ
て
日
く
、
「某
今
日
鯨
生
あ
る
か

如
き
も
、
亦
た
皆
な
裕
陵

の
賜
な
り
」
と
。
景
文
其
の
説
を
請
ふ
。
云
く
、

「
某
初
め
御
史
獄
に
逮
繋
せ
ら
れ
、
獄
具
し
て
奏
上
す
。
是

の
タ
昏
鼓
既
に

は
い
が

つ

畢
は
り
、
某
方
に
寝
に
就
か
ん
と
し
、
忽
ち

一
人
の
排
闊
し
て
入
り
、
壌
を

地
に
投
し
、
即
ち
之
に
枕
臥
す
を
見
る
。
四
鼓
に
至
り
、
某
睡
中
に
髄
を
憾

か
し
て
連
語
し
て

「學
士
賀
喜
」
と
云
ふ
者
有
る
を
畳
ゆ
。
某
徐
う
に
轄
灰

し
て
之
を
問

へ
は
、
帥
・ち
曰
く

「安
心
し
て
熟
寝
せ
よ
」
と
。
乃
ち
簾
を
摯

つ
と

げ
て
出

つ
。
蓋
し
初
め
て
奏
上
せ
し
と
き
、
静
寛
の
徒
、
力
め
て
上
前
に
誕

り
、
必
す
や
之
を
死
地
に
置
か
ん
と
欲
す
。
而
る
に
裕
陵
初
め
よ
り
深
く
罪

す
る
の
意
無
く
、
密
か
に
小
黄
門
を
遣
は
し
て
獄
中

に
至
り
て
某

の
起
居
の

六
四

状
を
視
し
む
。
適
た
ま
某
書
寝
し
鼻
息
雷
の
如
し
、
郎
ち
馳
せ
て
以
て
聞
す
。

裕
陵
左
右
を
顧
み
て
謂
ひ
て
曰
く
、
「朕
、
蘇
輯
か
胸
中
に
事
無
き
者
な
る

を
知
る
」
と
。
是
に
於
い
て
即
ち
黄
州
の
命
有
れ
ば
、
則
ち
裕
陵
の
恕
な
り
、

臣
子
を
念
ふ
の
心
、
何
を
以
て
萬

一
を
補
報
せ
ん
や
。)

蘇
輯
は
元
豊
二
年

(
一
〇
七
九
)
七
月
、
文
筆
に
よ

っ
て
朝
政
を
誹
諺
し
た
と

い
う
廉
て
逮
捕
さ
れ
、
御
史
皇
の
獄
に
繋
か
れ
取
り
調

べ
を
受
け
た
。
こ
の
事
件

は
烏
皇
詩
案
と
呼
ば
れ
る
。
引
用
の
逸
話
は
、
蘇
輯
自
身
か
後
年
、
獄
中
て
の
髄

験
を
友
人
の
劉
季
孫

(字
は
景
文
)
に
語

っ
た
と
い
う
も
の
て
あ
る
。
蘇
輯
は
、

自
分
か
今
生
き
長
ら
え
て
い
る
の
は

「裕
陵
」
(神
宗
皇
帝
)

の
お
蔭

で
あ
る
、

と
感
謝
の
氣
持
ち
を
述

へ
、
そ
の
理
由
を
語
る
。
そ
の
日
の
取
り
調

へ
か
濟
ん
て

蘇
載
か
就
寝
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
誰
か
か
監
獄
の
扉
を
押
し
開
け
て
入

っ
て
來

て
、
持
参
し
た
小
箱
を
枕
に
し
て
寝
た
。
夜
中

の
三
時
頃
、
蘇
輯
は
そ
の
人
に
揺

り
起
こ
さ
れ
、
「學
士
、
お
め
て
と
う
」
と
祀
辮
を
述

べ
ら
れ
た
。
意
味
を
尋
ね

る
と
、
「安
心
し
て
く

っ
す
り
寝
て
い
な
さ
い

(安
心
熟
寝
)
」
と
た
け
言
い
残
し
、

そ
の
人
は
小
箱
を
手
に
持

っ
て
出
て
行

っ
た
。
そ
し
て
、
紳
宗
か
密
か
に
獄
中
の

蘇
輯
の
様
子
を
侍
從
に
確
か
め
さ
せ
た
と
き
、
ち
ょ
う
と
蘇
輯
は
雷
の
よ
う
な
高

い
ひ
き
で
書
寝
を
し
て
い
た

(豊
寝
鼻
息
如
雷
)
。
そ
こ
て
侍
從
は
あ
り
の
ま
ま

を
神
宗
に
報
告
し
た
。
肺
宗
は
蘇
献
の
胸
に

一
物
無
し
と
確
認
で
き
た
と
し
て
、

周
園

の
者

に
告
げ
、
蘇
載
は
死
罪
を
免
れ
た
。
い
び
き
か
熟
睡
の
謹
撮
と
剣
断
さ

れ
た
た
め
て
あ
る
。
「念
臣
子
之
心
、
何
以
補
報
萬

一
」
は
、
わ
ざ
わ
ざ
本
心
を

確
か
め
て
く
れ
た
紳
宗
の
配
慮
に
封
す
る
、
蘇
輯
の
感
動
を
示
す
言
葉
て
あ
る
。

こ
の
話
を
す
る
と
き
、
實
際
に
蘇
輯
は

「某
書
寝
鼻
息
如
雷
」
と
語

っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の

「鼻
息
」
は
、
心
に
わ
た
か
ま
り
の

一
切
無
い
人
聞
の

括
淡
た
る
い
び
き
を
指
す
。

だ
か
、
「鼻
息
」

は
本
來
人
聞
の
い
ひ
き
を
指
す
言
葉
と
し
て

一
般
的
に
使
用



さ
れ
た
も
の
て
は
な
い
。
蘇
輯
以
前
の
詩
に

「鼻
息
」
の
用
例
を
求
め
る
と
、
た

た

「
は
な
い
き

(11
荒
々
し
い
呼
吸
)」
を
指
す
も
の
は
か
り
て
あ
る
。
例
え
は
、

唐
の
李
白
の

「古
風
五
十
九
首

其
二
十
四
」
(『
李
太
白
集
』
巻
二
、
四
部
叢
刊

初
編
)

に
、

路
逢
圖
難
者

路

に
難
を
圃
は
す
者
に
逢
ふ

冠
蓋
何
輝
赫

冠
蓋
何
ぞ
輝
赫
す

鼻
息
干
虹
蜆

鼻
息

虹
蜆
を
干
し

ノ

み
ツ
ア
キ

行
人
皆
杭
蜴

行
人

皆
杭
蜴
す

と
あ
る
か
、
こ
こ
て
の

「鼻
息
」
は
、
難
を
操
る
能
力

て
出
世
し
た
頁
昌
と
い
う

人
物
の
、
氣
負

っ
て
鼻
息
か
荒

い
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
積
の

「八

駿
圖
詩
」
(『元
氏
長
慶
集
』
巻
三
、
四
部
叢
刊
初
編
)
に
、

朝
僻
扶
桑
底

朝

に
扶
桑
の
底
を
僻
し

暮
宿
昆
需
下

暮

に
毘
盗
の
下
に
宿
る

鼻
息
吼
春
雷

鼻
息

春
雷
に
吼
え

蹄
聲
裂
寒
瓦

蹄
聲

寒
瓦
を
裂
く

と
い
う

「鼻
息
」
は
、
駿
馬
の
激
し
い
鼻
息
を
指
し
て
い
る
。
同
し
く
元
積

「膜

子
三
首

其
三
」
(『元
氏
長
慶
集
』
巻
四
)
は
、
序
に

「
膜
、
蚊
類
也
。
其
實
黒

而
小
。
(膜
は
、
蚊
類
也
。
其

の
實
は
黒
く
し
て
小
な
り
)」
と
い
う
よ
う
に
、
蚊

の

一
種
に

つ
い
て
う
た

っ
た
詩

て
、
こ
こ
て
の

「
鼻
息
」
は
軍
に
呼
吸
と
い
う
意

味

て
あ
る
。

誰
令
通
鼻
息

誰
か
鼻
息
を
通
ぜ
し
む

何
故
辮
馨
香

何

の
故
に
馨
香
を
辮
す

そ
れ
に
対
し
、
「鼻
息
」
か
眠

っ
て
い
る
人
閲
の
い
ひ
き
を
表
す
早
期
の
例
は
、

　　
　

孫
樵
の
文
章

「乞
巧
封
」
(『唐
孫
樵
集
』
巻
七
、
四
部
叢
刊
初
編
)
に
見
る
こ
と

か
て
き
る
。

蘇
輯
の
い
ひ
き
の
詩
に
つ
い
て

:
豫
方
高
枕
、
便
然
就
寝
、
腹
揺
鼻
息
、
夢
到
郷
國
、
椀
花
撲
庭
、
鳴
蝸
燥

晴

:

(
:
豫
方
に
高
枕
し
、
俣
然
と
し
て
就
寝
せ
ん
と
し
、
腹
揺
れ

て
鼻
息
し
、

夢
に
郷
國
に
到
る
、
椀
花
庭
を
撲
ち
、
鳴
蝸
晴
に
喋
く
・
)

こ
の
例
て
は

「鼻
息
」
か

「高
枕
」
や

「就
寝
」
と
と
も
に
現
れ
、
い
ひ
き
を

か
い
て
眠

っ
て
い
る
人
物
、
す
な
わ
ち
孫
樵
自
身
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
こ
と
か

分
か
る
。

た
た
し
、
「鼻
息
」
か
眠

っ
て
い
る
人

の
い
ひ
き
を
指
す
詩
に
お
け
る
用
例
は
、

北
宋
の
梅
尭
臣
ま
て
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
「乾
明
院
碧
鮮
亭
」
(『宛
陵
先
生
集
』

巻
三
十
七
、
四
部
叢
刊
初
編
)
を
見
て
み
よ
う
。

細
藤
織
楊
白
豊
眠

細
藤
の
織
楊

白
豊
に
眠
り

寝
濃
鼻
息
如
雷
吼

寝
り
儂
く

鼻
息

雷
の
吼
ゆ
る
か
こ
と
し

10

世
聞
百
事
不
歴
心

世
聞
の
百
事

心
を
歴
せ
す

門
外
寒
流
徹
渓
口

門
外
の
寒
流

渓
口
に
徹
す

こ
の
詩
て
梅
発
臣
は
、
自
ら
の
書
寝
の
充
足
感
を
述

へ
て
い
る
。
く

っ
す
り
と

よ
く
眠
り
大
い
ひ
き
を
か
く
の
か
心
地
よ
い
。
そ
の
と
き
に
は

「世
聞
百
事
不
歴

心
」
、
世
の
中
の
煩
わ
し
い
こ
と
を
全

て
忘
れ
る
こ
と
か
て
き
る
。

こ
う
述

べ
る

際
に
、
「鼻
息
」
と
い
う
言
葉
か
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
て
、
「鼻
息
」
に
限
ら
す
、
詩
の
題
材
に
人
聞
の
い
ひ
き
と
い
う
題
材

か
取
り
上
げ
ら
れ
た
先
例
を
求
め
る
と
、
梅
発
臣
よ
り
も
早
く
に
は
、
ま
す
中
唐

　き
　

の
韓
愈
の

「
嘲
肝
睡
」
二
首
か
あ
る
。
「嘲
蔚
睡
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

タ

ノ
澹
師
と
い
う
人
物
の
い
ひ
き
の
凄
ま
じ
さ
に
つ
い
て
、
お
ど
ろ
お
ど
う
し
く
述
べ

た
詩
て
あ
る
。
詩
中

て
い
ひ
き
は

「聲
氣
」
ま
た
は

「聲
」
な
ど
と
書
き
表
さ
れ

る
。ま

た
、
梅
尭
臣
と
同
世
代
の
欧
陽
脩
の
詩
に
も
、
い
び
き
を
か
い
て
眠
る
人
物

六
五



日
本
中
國
學
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報

第
五
十
八
集

1

一
從
慨
舎
居
城
南

官
不
坐
曹
門
少
客

自
然
唯
與
睡
相
宜

以
獺
遭
閑
何
恢
適

從
來
巌
茶
苦
疲
困

20

況
此
煩
歌
正
炎
赫

少
肚
喘
息
人
莫
聴

中
年
鼻
軒
尤
悪
聲

擬
児
掩
耳
謂
雷
作

姓
婦
驚
窺
疑
釜
鳴

25

蒼
蝿
蠣
蝶
任
縁
撲

毒
書
瀬
架
勉
縦
横

第
二
十
二
句
に
、

よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、

は

「癬
見
掩
耳
謂
雷
作
、

と
周
園
の
反
慮
か
、
滑
稽
味
を
帯
ひ
て
描
か
れ
て
い
る
。
「
有
贈
余
以
端
路
縁
石

枕
與
薪
州
竹
箪
、
皆
佳
物
也
。
余
既
喜
睡
、
而
得
此
二
者
不
勝
其
樂
、
奉
呈
原
父

舎
人

.
聖
愈
直
講

(余
に
贈
る
に
端
難
の
縁
石
枕
と
薪
州

の
竹
箪
と
を
以
て
す
る

こ
の

も
の
有
り
、
皆
佳
物
な
り
。
余
既
に
睡
る
を
喜
め
は
、
此

の
二
者
を
得
て
其

の
樂

し
み
に
勝

へ
す
、
原
父
舎
人

・
聖
命
直
講
に
奉
呈
す
)
」
(『
欧
陽
文
忠
公
集
居
士

集
』
巻
八
、
四
部
叢
刊
初
編
)
の
詩
て
あ
る
。
病
氣
を
理
由
に
閑
職
を
請
う
て
遷

っ

た
欧
陽
修
か
、
よ
う
や
く
大
好
き
な
書
寝
を
堪
能

て
き
る
こ
と
を
喜
ん
た
詩

で
、

詩
題
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
こ
れ
は
枕
と
箪
と
を
贈

っ
て
く
れ
た
人
に
封
す
る
禮

　る
　

状
も
兼
ね
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

ノ
ウ

ノ
ヤ

5

「中
年
」

「
鼻
軒
」

社
婦
驚

窺
疑
釜
鳴
」
と
、

の
騒
音
に
驚
い
て
あ
た
ふ
た
す
る
光
景
を
描
い
て
い
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
て
あ
る
。

一
た
ひ
倣
舎
し
て
城
南
に
居
し
て
よ
り

官
に
坐
曹
せ
す

門
に
客
少
し

自
然

唯
た
睡
り
と
相
宜
し

ケ
プ
ア
キ

癩
を
以
て
閑
に
遭
ふ
は
何
ぞ
悟
適
な
ら
ん

ル
イ
デ
ノ

從
來

蔽
茶

苦
た
疲
困

ノ
ノ
ケ
ウ

エ
ノ
カ
ノ

況
ん
や
此
の
煩
歌
の
正
に
炎
赫
な
る
を
や

少
壮

の
喘
息
は
人
聴
く
こ
と
莫
き
も

中
年
の
鼻
軒
は
尤
も
聲
悪
し

塵
見
耳
を
掩
ひ
て
雷
作
る
と
謂
ふ

姓
婦
驚
き
窺
き
て
釜
の
鳴
る
か
と
疑
ふ

ベ
ノ
ボ
ウ

蒼
蝿

蠣
檬

縁
撲
に
任
せ

ト

ノ

ロ

轟
書

癩
架

縦
横
に
勉

つ

に
至
り
疲
れ
切

っ
た
自
分
は
大
い
ひ
き
を
た
て
る

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
績
く
二
句
て

子
供
ら
や
料
理
女
か
い
ひ
き

三

、

不
平
の
い
び
き
-

蘇
輯
の

(1
)
ー

六
六「鼻

息
」

の
諸
相

先
に
見
た
よ
う
に
、
「鼻
息
」
を
人
闘
の
い
び
き

の
意
味

て
詩
に
用
い
た
の
は

梅
発
臣
か
初
め
て
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ひ
き
を
か
い
て
眠
る
人
物
を
表
現
す
る
と

い
う
詩
の
題
材
に
關
し
て
は
、
中
唐
の
韓
愈
の

「嘲
肝
睡
」
二
首
か
初
め
て
の
例

で
あ
る
。
蘇
輯
の
い
ひ
き
の
詩
の
う
ち
、
囲
、寧
年
聞

に
作
ら
れ
た
三
首
は
、
韓
愈

の

「
嘲
肝
睡
」
二
首
か
ら
、
い
ひ
き
に
と
ん
な
イ
メ
ー
シ
を
持
た
せ
る
か
と
い
う

貼
に
お
い
て
、
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　ゑ

ま
す
、
韓
愈

の

「嘲
軒
睡
」
二
首
の
う
ち
、
其

一
を
見
て
み
よ
う
。

澹
師
書
睡
時

聲
氣

日
何
狼

頑
馳
吹
肥
脂

坑
谷
相
鬼
嘉

雄
障
乍
咽
紹

毎
嚢
肚
盆
倍

有
如
阿
鼻
　

長
喚
忽
衆
罪

馬
牛
驚
不
食

百
鬼
聚
相
待

木
枕
十
字
裂

鏡
面
生
癖
瘤

鐵
佛
聞
搬
眉

石
人
戦
揺
腿

敦
云
天
地
仁

澹
師
書
睡
る
時

聲
氣

一
に
何
ぞ
狸
な
る

ガ
ノ
ヘ
ウ

頑
麗
肥
脂
を
吹
き

ク
ワ
イ

ツ
ク

坑
谷
相
鬼

嘉
た
り

雄
曜
乍
ち
咽
紹

登
す
る
毎
に
肚
に
し
て
盒
ま
す
倍
す

阿
鼻
　
の
こ
と
き
有
り

長
く
喚
ん
て
衆
罪
を
忽
ふ

馬
牛
驚
い
て
食
は
す

百
鬼
聚
り
て
相
待
つ

木
枕
十
字
裂
け

ヒ

ツ
イ

鏡
面
に
痒
瘤
を
生
す

鐵
佛
聞
き
て
眉
を
鐵
め

お
の
の

石
人
戦
き
て
腿
を
揺
か
す

敦
か
云
ふ
天
地
仁
な
り
と



吾
欲
責
眞
宰

幽
尋
風
捜
耳

猛
作
濤
翻
海

太
陽
不
忽
明

飛
御
皆
惰
怠

乍
如
彰
與
鯨

呼
冤
受
苑
醗

又
如
圏
中
虎

號
瘡
兼
吼
簸

錐
令
伶
倫
吹

苦
韻
難
可
改

錐
令
成
巫
招

魂
爽
難
復
在

何
山
有
籔
藥

療
此
願
與
探

澹
師
と
い
う
僧
の
い
ひ
き
か
い
か
に
凄
ま
し
い
か
か
、

い
て
お
と
ろ
お
と
ろ
し
く
描
窺
さ
れ
て
い
る
。

一
何
狼
」
に
は
、
他
人
の
い
ひ
き
を
聞
か
さ
れ
る
韓
愈
の
不
快
感
か
表
れ
て
い
る
。

澹
師
の
い
ひ
き
は
、
次
第
に
激
化
す
る
野
獣

の
叫

ひ

(「雄
曜
」、
第
五
句
)
の
よ

う
て
あ
り
、
「有
如
阿
鼻
　
」

(第
七
句
)
と
い
う
よ
う
に
罪
人
の
紹
叫
と
百
鬼
の

敷
聲
か
こ
た
ま
す
る
地
獄
絶
圖

の
音

に
喩
え
ら
れ
る
ほ
と
て
、
「
木
枕
十
字
裂
、

鏡
面
生
扉
瘤
」
(第
十

一
・
十
二
句
)
と
、
そ
こ
ら
し
ゅ
う
の
も
の
を
壊
し
て
駄

目
に
し
て
し
ま
い
、
「鐵
佛
聞
雛
眉

石
人
戦
揺
腿
」
(第
十
三

・
十
四
句
)
と
い

う
こ
と
く
、
決
し
て
動
じ
な
い
は
す
の
佛
像
や
石
像
を
も
動
揺
さ
せ
る
の
て
あ
る
。

谷
口
匡
氏
は
、
「
嘲
蔚
睡
」
二
首
を
、
元
和
二
年

(八
〇
七
)
當
時
の
韓
愈
の

吾
眞
宰
を
責
め
ん
と
欲
す

幽
尋

風

耳
を
捜
り

猛
作

濤

海
に
翻
る

太
陽
明
な
る
に
忽
び
す

飛
御
皆
惰
怠
す

乍
ち
彰
と
鯨
と

ヱ
ノ

ノ

カ
イ

冤
を
呼
ん
て
殖
臨
を
受
く
る
か
こ
と
し

又

た
圏
中
の
虎

き
ず

う
ム

瘡

に
號
ひ
兼
ね
て
飯
に
吼
ゆ
る
が
ご
と
し

伶
倫
を
し
て
吹
か
し
む
と
雌
も

苦
韻
改
む

へ
き
こ
と
難
し

カ
ノ

フ

威
巫
を
し
て
招
か
し
む
と
錐
も

魂
爽
れ
て
復
た
在
り
難
し

何
れ
の
山
に
か
塞
藥
有
ら
ん

此
を
療
せ
ば
願
は
く
は
與
に
探
ら
ん

さ
ま
さ
ま
な
比
喩
を
用

冒
頭
二
句

「
澹
師
豊
睡
時
、
聲
氣

蘇
輯

の
い
び
き

の
詩

に

つ
い
て

心
境
を
よ
く
表
わ
す
詩
の

一
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
詩
の
制
作
意
圖
と
内
容
に
つ

　
ほ
　

い
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
。
谷
口
氏
に
よ
れ
は
、
韓
愈
は

「澹
師
」
の
い

ひ
き
を
題
材
に
荒
唐
無
稽
な
戯
れ
の
詩
を
作

っ
た
の
て
は
決
し
て
な
く
、
自
分

へ

の
い
わ
れ
の
な
い
蛮
語
に
封
す
る
抗
議
と
し
て
こ
の
詩
を
作

っ
た
の
て
あ
り
、
詩

中

で
澹
師
か
た
て
る
い
ひ
き
の
騒
音
は
、
韓
愈
に
封
す
る
悪
い
評
到
を
象
徴
す
る

も
の
た
、
と
い
う
。
ま
た
、
「嘲
軒
睡
」
其
二
の
冒
頭
は
、
以
下
の
よ
う
に
始
ま

る
。

澹
公
坐
臥
時

澹
公
坐
臥
す
る
時

長
睡
無
不
穏

長
睡
穏
や
か
な
ら
ざ
る
無
し

吾
嘗
聞
其
聲

吾
嘗
て
其
の
聲
を
聞
け
は

う
れ

深
慮
五
藏
損

深
く
慮

へ
て
五
藏
損
す

谷

口
氏
は
、
「吾
嘗
聞
其
聲
、
深
慮
五
藏
損
」
と
い
う
の
は
、
韓
愈
か

「
そ
う

し
た
騒
音
に
深
刻
に
悩
ん
て
い
る
さ
ま
を
示
し
て
い
る
の
て
あ
る
」
と
読
明
す
る
。

韓
愈
は
澹
師
の
い
ひ
き
を
聞
か
さ
れ
て
悩
み
、
五
臓
か
損
壌
す
る
ほ
と
て
あ
る

か
、

一
方
て
、
い
ひ
き
を
か
い
て
い
る
當

の
澹
師

の
様
子
は

「澹
公
坐
臥
時
、
長

睡
無
不
穏
」
と
、
い
か
に
も
心
地
よ
さ
げ
て
あ
る
。
し
か
し
、
澹
師
の
眠
り
は
安

定
し
た
正
常
な
も
の
て
は
な
い
。
其

一
の
詩
に
お
い
て

「敦
云
天
地
仁
、
吾
欲
責

眞
宰
」
と
、
恐
ろ
し
い
騒
音
の
責
め
を
眞
宰
に
負
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
、
い
ひ
き

か
起
こ
る
の
は

「天
地
不
仁
」
に
原
因
か
あ
る
と
す
る
。
澹
師
も
ま
た
天
地
の
不

仁
に
刺
激
さ
れ
て
、
「雌
令
伶
倫
吹
、
苦
韻
難
可
改
、
錐
令
威
巫
招
、
魂
爽
難
復

在
」
と
、
す
て
に
手
の
施
し
よ
う
か
な
い
ほ
と
魂
を
破
ら
れ
、
精
神
の
孕
衡
を
失

っ

て
い
る
。
韓
愈
に
よ
れ
ば
、
い
ひ
き
と
は

「不
卒
」
の
音
な
の
て
あ
る
。
韓
愈
は

「
迭
孟
東
野
序
」
(『朱
文
公
校
昌
黎
先
生
文
集
』
巻
十
九
)

に
お
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
言
う
。

大
凡
物
不
得
其
卒
則
鳴
。
草
木
之
無
聲
、
風
擁
之
鳴
。
水
之
無
聲
、
風
蕩
之

六
七
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鳴
。
其
躍
也
或
激
之
。
其
超
也
或
梗
之
。
其
沸
也
或
災
之
。
金
石
之
無
聲
、

或
撃
之
鳴
。
人
之
於
言
也
亦
然
。
有
不
得
巳
者
而
后
言
。
其
謂
也
有
思
。
其

巽
也
有
懐
。
凡
出
乎
口
而
爲
聲
者
、
其
皆
有
弗
卒
者
乎
。

(お
よ
そ
物
は
卒
衡

の
状
態
を
失
え
は
音
を
た
て
る

(鳴
る
。
)
草
木
は
も

と
も
と
音
を
も

っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
風
か
ゆ
か
め
か
き
み
だ
す
こ

と
に
よ

っ
て
昔
を
た
て
る
。
水
は
も
と
も
と
音
を
も

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
か
、
風
か
ゆ
り
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
音
を
た
て
る
。
水
が
勢

い
よ
く
お

と
り
あ
が
る
の
は
、
刺
激
を
受
け
る
か
ら
て
あ
る
。
堰
を
き

っ
た
よ
う
に
流

れ
る
の
は
、
塞
か
れ
る
か
ら

て
あ
る
。
わ
き
た

つ
の
は
、
熱
せ
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
金
石
は
も
と
も
と
昔
を
も

っ
て
い
る
わ
け
て
は
な
い
か
、
そ
れ
を

打

つ
こ
と
に
よ

っ
て
音
を
た

て
る
。
人
と
言
葉
と
の
關
係
も
ま
た
同
檬

で
あ

る
。
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
こ
と
か
あ

っ
て
は
じ
め
て
言
葉
に
な
る
の
て
あ
る
。

歌
う
の
は
考
え
か
あ
る
か
ら

て
あ
る
。
聲
を
あ
げ
て
泣
く
の
は
思
い
か
あ
る

か
ら
て
あ
る
。
口
か
ら
出
て
音
聲
に
な
る
こ
と
の
背
後
に
は
、
す

べ
て
卒
衡

　ア
ソ

て
な
い
状
態
か
あ
る
の
て
あ
る
。
)

「迭
孟
東
野
序
」
の
論
法
を
敷
街
す
る
と
、
人

の
い
ひ
き
も
、
世
界
に
何
か
そ

の
人
の
卒
衡
を
失
わ
せ
る
状
態
か
あ

っ
た
と
き
、
文
字
通
り

「鳴
」

っ
た
も
の
だ

と
考
え
る
こ
と
か
で
き
る
だ
ろ
う
。

右
の
こ
と
か
言
え
る
な
ら
、
韓
愈
か
、
い
ひ
き
に

「
不
卒
」
の
昔
と
い
う
イ
メ
ー

シ
を
持
た
せ
た
こ
と
に
な
り
、

そ
の
こ
と
に
私
は
庄
目
し
た
い
。
た
し
か
に
、

「嘲
蔚
睡
」
二
首
に
お
い
て
、
い

び
き
は
韓
愈
を
妬
む
他
者
か
ら
韓
愈
に
封
し
て

向
け
ら
れ
た
悪
意
の
こ
も

っ
た
蛮
語
の
象
徴
で
あ

っ
て
、
韓
愈
自
身

の
不
卒
を
直

接

に
表
す
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
向
け
ら
れ
た
悪
意
に
対
し
て
は

「
不
卒
」

の
心
か
込
め
ら
れ
て
お
り
、
悪
意
を
向
け
ら
れ
る
不
快
に
堪
え
か
ね
て
さ
ら
に

「
不
卒
」

の
詩
を
も

っ
て
返
し
た

の
が
韓
愈
の

「嘲
肝
睡
」
二
首

で
あ
る
。
詩
に

六
八

「
い
び
き
」

か
モ
チ
ー
フ
と
し
て
使
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
作
者
に
は

「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
こ
と
」
か
あ
り
、
言
葉
に
せ
す
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
て
あ
る
。
作
者
が
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
何
か
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う

「不
卒
」
を
動
機
と
し
て
詩
を
作
り
、
そ
の
中
に

「
い
び
き
を
か
く

人
物
」
が
象
徴
的
な
意
味
を
も

っ
て
表
れ
る
と
い
う
初
め
て
の
例
を
、
韓
愈
か
開

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

蘇
輯
は
、
煕
寧
年
聞
に
い
ひ
き
の
詩
を
作

っ
た
際
、
韓
愈

の

「嘲
軒
睡
」
に
込

め
ら
れ
た

「不
準
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
て
い
た
。
そ
れ
も
た
だ
単
に
意
識
す

る
だ
け
て
な
く
、
い
わ
れ
の
な
い
中
傷
を
受
け
て
苦
し
ん
だ
と
い
う
貼
で
、
蘇
試

は
韓
愈
に
封
し
て
大
い
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
か
あ

っ
た
。
蘇
輯
の

「書
退
之
詩
」

(『
蘇
輯
文
集
』
巻
六
十
七
)
と
い
う
題
政
文
に
は
、

(前
略
)
:
退
之
得
磨
蜴
爲
身
宮
。
而
僕
乃
以
磨
蜴
爲
命
。
卒
生
多
得
諺
晋
、

殆
是
同
病
也
。

(自
分
は
韓
愈
と

一
緒
の
サ
ソ
リ
座
生
ま
れ
た
か
、
韓
愈
と
同
様
に
さ
ま
さ

ま
な
殿
腎
襲
慶
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
は
も
う
宿
命
な
の
か
も
知
れ
な

い
。
)

と
、
感
慨
の
意
を
示
し
て
い
る
。
蘇
輯
は
京
師
に
あ

っ
た
煕
寧
三
年

(
一
〇
七
〇
)、

侍
御
史
知
雑
事

で
新
法
窯
の
謝
景
温
に
よ

っ
て
、
丁
憂

(蘇
洵
の
喪
中
)
期
聞
中

に
私
璽
を
購
入
し
販
費
し
た
と
い
う
揮
劾
を
加
え
ら
れ
た
。
事
實
無
根
で
罪
に
は

問
わ
れ
な
か

っ
た
か
、
こ
の
事
件
を
き

っ
か
け
に
、
蕾
法
窯
員
と
し
て
京
師
に
居

る
の
は
危
瞼
な
情
勢
た
と
到
断
し
た
彼
は
、
地
方
官
と
し
て
杭
州

へ
轄
出
し
た
の

　
こ

で
あ
る
。
地
方
官
と
な
っ
た
蘇
輯
か
目
に
し
た
も
の
は
、
新
法
黛
か
急
ぎ
推
進
す

　　
　

る
改
革
に

つ
い
て
ゆ
け
ず
に
苦
し
む
民
衆
の
現
實
だ

っ
た
。
煕
寧
六
年
に
作
ら
れ

た

「佛
日
山
榮
長
老
方
丈
五
紹

其
四
」
(巻
十
)
か
ら
は
、
日
頃
彼
か
爲
政
者

の

一
人
と
し
て
、
己
の
無
力
さ
に
悩
ん
で
い
た
こ
と
か
分
か
る
。



食
罷
茶
甑
未
要
深

食
し
罷

っ
て
茶
甑
未
た
深
き
を
要
せ
す

清
風

一
楊
抵
千
金

清
風

一
楊

千
金
に
抵
る

腹
揺
鼻
息
庭
花
落

腹
揺
ら
い
て
鼻
息
に
庭
花
落

つ

還
書
卒
生
未
足
心

還
し
壷
く
す
卒
生
未
た
足
ら
さ
る
の
心
を

第
三
句
に

「腹
揺
鼻
息
庭
花
落
」
と
い
い
、
こ
こ
て

「鼻
息
」
す
な
わ
ち
い
び

き
を
た
て
て
い
る
の
は
、
書
寝
を
し
て
い
る
蘇
献
自
身
で
あ
る
。

一
見
し
て
卒
和

な
午
後

の
書
寝
を
樂
し
ん
て
い
る
詩
た
か
、
第
四
句
に
は

「還
壼
卒
生
未
足
心
」

と
あ
り
、
彼
は
卒
生
心
か
満
た
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
か
分
か
る
。
心

の
満
た
さ
れ
な
い
部
分
を
心
地
よ

い
眠
り
に
よ

っ
て
全
て
取
り
返
し
た
の
た
と
言

う
か
、
敢
え
て
そ
の
こ
と
を
詩

に
強
調
せ
す
に
お
れ
な
い
の
は
、
彼
に
と

っ
て
安

ら
か
な
眠
り
は
滅
多
に
得
ら
れ
な

い
も
の
て
、
ま
た
心
や
す
く
眠
る
こ
と
を
許
さ

な
い
現
状
か
あ

っ
た
か
ら
て
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
の
か
第
三
句
の

「鼻

息
」

て
あ
る
。
實
際
に
は
、
蘇
輯
は
書
　寝
後
の
目
覧
あ
の
爽
や
か
さ
か
嬉
し
く
て

こ
の
詩
を
作

っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
心
地
よ
く
眠
る
自
分
自
身
に
敢
え
て

い
ひ
き
の
音
を
た
て
さ
せ
た
の
は
、
眠
り
な
か
ら
て
も
自
然
と

「
不
卒
」

の
音
を

た
て
、
肚
會

に
働
き
か
け
す
に
は
い
ら
れ
な
い
、
責
任
感
あ
る
士
大
夫
の
自
書
像

を

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
き
出
し
、

日
々
心
に
抱
い
て
い
る
政
冶

へ
の
批
剣
を
朝
晦
す

る
意
圖
か
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

次

に
學
げ
る

「
宿
海
會
寺
」

(巻
十
)
て
も
、
蘇
載
は
い
ひ
き
に

「
不
卒
」

の

音
と
い
う
イ
メ
ー
シ
を
持
た
せ
る
韓
愈
の
作
品
を
意
識
し
て
い
る
。
海
會
寺
と
は
、

杭
州

の
西

の
臨
安
縣

の
寺

で
、
施
宿
の

『東
披
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
は
、

こ
の
詩

も
煕
寧
六
年
の
作

て
あ
る
。
「
佛
日
山
榮
長
老
方
丈
五
紹

其
四
」
と
の
違
い
は
、

自
分

の
い
ひ
き
か
周
園
を
驚
か
せ
る
と
い
う
要
素
か
加
わ

っ
て
い
る
鮎
で
あ
る
。

全
十
六
句

の
詩
は
、
前
孚

て
は
海
會
寺
に
至
る
道
行
き
を
、
後
牟
て
は
城
塞

の
よ

う
な
山
寺

に
到
着
し
て
か
ら
の
状
況
を
述

へ
る
と
い
う
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

こ

蘇
賦

の
い
び
き

の
詩

に

つ
い

て

こ
で
は
詩
の
後
牟
八
句
を
引
く
。

「本
來
無
垢
洗
更
輕
」

か
指
摘
す
る
よ
う
に
、

定
水
湛
然
。

(八
解
の
浴
池
に
定
水
湛
然
た
り
。

無
垢
の
人
を
浴
せ
ん
。
)

と
い
う

一
段
を
踏
ま
え
る
。
す
な
わ
ち
、
蘇
輯
は
こ
の
句
に
お
い
て
、
海
會
寺

て

沐
浴
し
た
自
分
は

「無
垢
」
で
あ
る
と
言
う
。
さ
ら
に
、
王
状
元
庄
本
か
引
く
発

卿

の
注
は
、
『景
徳
傳
燈
録
』
巻
十
七

の
以
下
の
記
事
を
引
く
。

裏
州
鷲
嶺
善
本
暉
師
、
因
入
浴
室
、
有
僧
問
、
「
和
尚
是
離
垢
底
人
、
爲
什

慶
却
浴
。」
師
日
、
「定
水
湛
然
漏
、
浴
此
無
垢
人
。

(裏
州
の
鷲
嶺
善
本
暉
師
、
浴
室
に
入
る
に
因
り
て
、
信
の
問
ふ
も
の
有
り
、

「和
尚
は
是
れ
離
垢
底
の
人
な
る
に
、
什
塵
の
爲
に
却

っ
て
俗
す
る
」
と
。

師
曰
は
く
、
「
定
水
湛
然
と
し
て
満

つ
、
浴
す
る
は
此
れ
無
垢
の
人
な
り
」

と
。
)

す
な
わ
ち
繹
師
は
、
自
分
は
無
垢
で
あ
る
か
ら
こ
そ
こ
こ
に
入
浴
す
る
の
た
と
、

『維
摩
経
』
の

一
段
を
用
い
て
痛
快
な
反
論
を
し
た
の
で
あ
る
。
蘇
輯
は
、

一
〇

大
鐘
横
撞
千
指
迎

10

高
堂
延
客
夜
不
扁

杉
槽
漆
解
江
河
傾

本
來
無
垢
洗
更
輕

倒
床
鼻
息
四
鄭
驚

統
如
五
鼓
天
未
明

15

木
魚
呼
粥
亮
且
清

不
聞
人
聲
聞
履
聲

第
十
二
句

(以
下

「施
注
」
)

八
解
之
浴
池
、

大
鐘
横
さ
ま
に
撞
い
て
千
指
迎

へ

高
堂

客
を
延
い
て

夜
扁
さ
す

杉
槽

漆
解

江
河
を
傾
く

本
來

無
垢

洗
ひ
て
更
に
輕
し

床
に
倒
れ
て

鼻
息

四
郡
驚
き

統
如
た
る
五
鼓

天
未
だ
明
け
す

木
魚

粥
を
呼
ん
で
亮
と
し
て
且

つ
清
し

人
聲
を
聞
か
す

履
聲
を
聞
く

に

つ
い
て
は
、
施
元
之
お
よ
ひ
顧
禧
の
庄

『維
摩
経
』
佛
道
品
に
あ
る
、

満
布
以
七
浮
華
、
浴
此
無
垢
人
。

痛
布
す
る
に
七
浄
華
を
以
て
し
、
此

の

六
九



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
八
集

〇
四
年
に
道
原
の
手
に
よ
っ
て
成

っ
た

『
景
徳
傳
燈
録
』
を
讃
み
、

こ
の
出
典
を

踏
ま
え
て
自
ら
の

「無
垢
」
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
十
三
句

「倒
床
鼻
息
四
郡
驚
」
に
蘇
輯
自
身

の
い
ひ
き
の
様
子
か

描
か
れ
る
か
、
施
庄
は
韓
愈

「
石
鼎
聯
句
詩
序
」
(『朱
文
公
校
昌
黎
先
生
文
集
』

巻
二
十

一
)
を
、
い
ひ
き
か
周
園
を
唖
然
と
さ
せ
る
状
況

の
例
と
し
て
學
げ
る
。

　ゆ
　

「石
鼎
聯
句
詩
序
」
と
は
以
下

の
よ
う
な
筋
て
あ
る
。

元
和
七
年
十
二
月
四
日
の
夜

、
衡
山

の
道
士
軒
韓
彌
明
は
進
士

の
劉
師
服
を
訪

ね
た
。
そ
こ
に
は
校
書
郎

の
侯
喜

と
い
う
者
も
來
合
わ
せ
て
い
た
。
侯
喜
は
近
こ

ろ
詩
に
巧
み
だ
と
の
評
を
得
て
、
そ
の
時
も
劉
師
服
と
詩
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。

侯
喜
は
、
軒
韓
彌
明
か
容
貌
醜
く
楚
託
り
て
話
す
檬
子
を
見
て
、
彼
を
輕
ん
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
軒
韓
彌
明
は
氣
分
を
害
し
、
鐘
中
の
石
鼎
を
指
し
、
侯
喜
に
聯
句
を
し

よ
う
と
挑
戦
し
、
劉
、
侯
、
彌
明

の
三
人
て
聯
句
を
始
あ
た
。
劉
と
侯
と
は
始
め

彌
明
を
侮

っ
て
い
た
か
、
逆
に
全
く
敵
わ
な
か

っ
た
。
劉
と
侯
と
か
苦
吟
す
る
の

に
封
し
、
彌
明
は
や
す
や
す
と
自
然
に
句
を
績
け
、
し
か
も
句
の
内
容
は
二
人
を

嘲
弄
す
る
も
の
た

っ
た
。

つ
い
に
句
を
纒
げ
な
く
な

っ
た
二
人
は
彌
明
に
降
参
し
、

弟
子
入
り
を
願
い
出
る
か
、
彌
明
は
二
人
を
鼻
て
あ
し
ら

っ
た
。
さ
ら
に
、
完
成

さ
せ
た
聯
句
に
つ
い
て
は
、
二
人

の
レ
ヘ
ル
に
合
わ
せ
て
作

っ
た
詩
ゆ
え
く
た
ら

な
い
出
來
た
と
言
い
、
自
分
の
本
領
は
こ
の
程
度
で
は
な
い
か
、
君
達
に
は
理
解

で
き
る
は
す
も
な
い
の
て
自
分
は
も
う
何
も
言
わ
な
い
と
宣
言
し
、
そ
の
場
て
大

い
ひ
き
を
か
き
な
か
ら
寝
て
し
ま
い
、

一
切
磨
答
し
な
か

っ
た
と
い
う
。

軒
韓
彌
明
か
二
人
を
無
覗
し

て
大
い
ひ
き
て
寝
る
と
い
う
く
た
り
の
文
か
、

道
士
碕
縞
睡
、
鼻
息
如
雷
鳴
。
二
子
但
然
失
色
、
不
敢
喘
。

(道
士
摘
に
椅

っ
て
睡
り
、
鼻
息
雷
鳴

の
こ
と
し
。
二
子
但
然
と
し
て
色
を

失
ひ
、
敢

へ
て
喘
か
す
。
)

な
の
て
あ
る
。
施
注
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
蘇
輯

の

「
倒
床
鼻
息
四
鄭
驚
」

一
句

七
〇

は
韓
愈

「石
鼎
聯
句
詩
序
」
に
お
け
る
軒
韓
彌
明
の
い
ひ
き
の
逸
話
を
踏
ま
え
て

い
る
。
こ
の
場
合
、
蘇
転
は
こ
の
句
に
以
下
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
て
い
る
と
解

繹
で
き
る
。
器
の
小
さ
い
相
手
と
意
志
を
通
す
る
に
は
、
相
手
か
喜
ん
て
理
解
す

る
言
葉
を
用
い
る
よ
り
ほ
か
な
い
か
、
自
ら
の
信
條
と
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。
自
分
は
今
、
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
腹
に
押
し
込
め
て
い
る
か
、
そ
の

志
は
い
ひ
き
と
な

っ
て
自
然
と
鳴
り
響
き
、
そ
れ
は
地
方
の
山
寺
か
ら
て
あ

っ
て

も
周
園
を
驚
か
せ
る
ほ
と
の
強
い
批
到
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
て
あ
る
。
蘇
執
か

批
剣
す
る
も
の
は
、
反
封
者
の
存
在
を
許
さ
す
排
除
し
よ
う
と
す
る
新
法
黛
の
政

冶

て
あ
る
。
蘇
転
は
政
冶
批
剣
を
轄
晦
し
、
な
お
か

つ
己
の
志
を
も
示
す
た
め
に
、

「
い
ひ
き
を
か
い
て
眠
る
自
分
自
身
」
を
敢
え
て
詩
に
描
い
た
の
て
あ
る
。

政
冶
批
釧
を
鱈
晦
し
き
れ
な
か

っ
た
い
ひ
き
の
詩
か
、
次
に
學
げ
る

「次
韻
劉

貢
父
李
公
揮
見
寄
二
首

其

一
」
(巻
十
三
)
て
あ
る
。

こ
の
詩
は
蘇
載
か
知
密

州
の
任
に
あ

っ
た
煕
寧
八
年
の
作
て
あ
り
、
後
に

「
識
調
朝
廷
」
の
謹
擦
と
し
て

ハ　
　

彼
の
裁
到
記
録
て
あ
る

『鳴
塁
詩
案
』
に
探
ら
れ
た
。

白
髪
相
望
爾
故
人

眼
看
時
事
幾
番
新

曲
無
和
者
磨
思
郵

論
少
卑
之
且
借
秦

05

歳
悪
詩
人
無
好
語

夜
長
螺
守
向
誰
親

少
思
多
睡
無
如
我

鼻
息
雷
鳴
憾
四
郡

『烏
皇
詩
案
』

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

白
髪
相
望
む
雨
故
人

眼
に
看
る
時
事
の
幾
番
か
新
た
な
る
を

曲
は
和
す
る
者
無
く
慮
に
郵
を
思
ふ

へ
し

論
は
少
し
く
之
を
卑
し
く
し
て
且
く
秦
を
借
れ

歳
悪
し
く
し
て
詩
人

好
語
無
し

夜
長
く
し
て

鰹
守
誰
に
向
か

っ
て
親
し
ま
ん

思
ひ
少
な
く
睡
り
多
き
は
我
に
如
く
は
無
し

鼻
息
雷
鳴
し
て
四
鄭
を
憾
か
す

の
内
容
は
、
御
史
か
蘇
転
に
か
け
た
璽
力
と
切
り
離
し
て
考
え

た
か
、
こ
の
詩
の
解
繹
に
つ
い
て
は
、
新
法
に
批
到
的
た

と
い
う
鮎
て
共
通
す
る
友
人
に
、
本
心
を
吐
露
し
た
と
受
け
取
る
の
か
自
然
て
あ



る
。
『烏
皇
詩
案
』
に
よ
れ
は
劉

敬

(字
は
貢
父
)
と
李
常

(字
は
公
揮
)

の
詩

そ
れ
そ
れ
に
次
韻
し
た
も
の
た
と
い
う
か
、
劉
放
も
李
常
も
共
に
新
法
を
批
剣
し

て
左
遷
さ
れ
た
人
物
て
あ
る
。
第

二
句

「眼
看
時
事
幾
番
新
」
は
、
新
法
窯
政
府

か
頻
繁
に
法
を
改
め
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
第
三
句

「曲
無
和
者
慮
思
郵
」
は
、

『文
選
』
巻
四
十
五
に
牧
め
ら
れ
る
宋
玉
の

「封
楚
王
問
」
に
い
う
、
郵
に
お
い

て
俗
な
歌
は
和
す
る
者
か
多

い
か
立
依
な
歌
に
な
れ
ば
な
る
ほ
と
和
す
る
者
か
少

　
ね
　

な
く
な
る
と
い
う
話
に
基

つ
く
も
の
て
、
具
髄
的
に
は
煕
寧
四
年
に
神
宗
か
科
學

に
お
け
る
詩
賦
の
試
験
を
廉
止
し
た
こ
と
を
指
す
。
蘇
戟
は
詩
賦
試
験
の
塵
止
に

反
封
て
、
興
寧
四
年
に
は

「議
學
校
貢
畢
状
」
(『蘇
輯
文
集
』
巻
二
十
五
)
を
上

っ

て
紳
宗
を
諌
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
句

「論
少
卑
之
且
借
秦
」
は
、
新
法
蕪

の

主
導
に
よ

っ
て
、
現
實

の
政
冶
に
封
す
る
實
践
的
な
論
文
ば
か
り
か
重
視
さ
れ
、

詩
文
な
と
實
務
能
力
と
關
わ
り
の
な
い
論
は
顧
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
を
言
う
。

第
五
句

「歳
悪
詩
人
無
好
語
」
は
、
民
の
事
情
を
解
し
な
い
強
引
な
政
冶
の
も
と
、

折
し
も
災
害
や
盗
賊
の
害
に
人
々
か
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
批
到
す
る
。
七

八
句
の

「
少
思
多
睡
無
如
我
」
は
、
日
頃
思
う
と
こ
ろ
か
澤
山
あ
る
こ
と
の
裏
返

し
て
あ
り
、
「鼻
息
雷
鳴
憾
四
郡
」
は
先
に
見
た

「
宿
侮
會
寺
」
詩
と
同
様
、
言

わ
ん
と
す
る
こ
と
を
腹
に
押
し
込
め
て
も
、
肚
會
の
現
状
を
憂
う
る
士
大
夫

の
志

は
い
び
き
と
な

っ
て
自
然
と
鳴
り
響
き
、
必
す
や
周
團
を
驚
か
せ
て
そ
の
注
意
を

喚
起
す
る
と
い
う
こ
と
て
あ
る
。
實
際
、
蘇
輯
は
筆
稠
事
件
に
遭

っ
た
の
て
、

こ

の
詩
は
充
分

に

「
憾
四
郷
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
い
ひ
き
を
か
い
て
眠
る
自
分

自
身
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
政
冶
批
到
を
う
ま
く
轄
晦
し
き
れ
な
か

っ
た
か
、

「不
卒
」

の
音
と
し
て
庄
目
を
集
め
た
駝
に
お
い
て
、
こ
の
詩
は
成
功
を
お
さ
め

た
。こ

の
よ
う
に
、
蘇
輯
は
煕
寧
年
閲
に

「鼻
息
」
の
詩
を
三
首
作
り
、
そ
こ
に
い

ひ
き
を
か
い
て
眠
る
蘇
輯
自
身
を
登
場
さ
せ
た
。
そ
の
眞
意
は
、
自
ら
の
信
條
と

蘇
輯

の
い
び
き

の
詩

に

つ
い
て

し
て
、
言
う
へ
き
こ
と
は
た
と
え
明
言
す
る
こ
と
か
揮
ら
れ
る
情
勢
で
あ

っ
て
も

主
張
せ
さ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
姿
勢
を
示
す
た
め
て
あ
る
。
韓
愈
の
詩
と
明
ら

か
に
異
な
る
の
は
、
詩
中
て
い
ひ
き
を
か
く
の
か
蘇
賦
自
身

て
あ

っ
て
他
人
て
な

い
こ
と
て
あ
る
。
ま
た
、
「宿
海
會
寺
」
の

「倒
床
鼻
息
四
郡
驚
」
や
、
「次
韻
劉

貢
父
李
公
揮
見
寄
二
首

其

一
」
の

「鼻
息
雷
鳴
憾
四
鄭
」
は
、
欧
陽
修
の
詩
に

見
た

「厩
見
掩
耳
謂
雷
作
、
吐
婦
驚
窺
疑
釜
鳴
」
に
近
い
表
現
て
あ
る
。
お
そ
ら

く
蘇
戟
は
、
眠

っ
て
い
る
自
分
自
身
か
巻
き
起
こ
す
騒
動
を
表
現
す
る
に
際
し
、

師

の
欧
陽
修
の
詩
の
ユ
ー
モ
ア
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
て
あ
ろ
う
。
蘇
執

の
煕
寧
年

聞
に
お
け
る

「鼻
息
」
の
詩
は
、
韓
愈
に
倣

っ
た

「不
卒
」

の
象
徴
と
し
て
の
い

ひ
き
を
、
欧
陽
修
に
學
ん
た
譜
誌
の
表
現
て
包
ん
た
も
の
て
あ
る
。

四
、

悟
淡

の

い
び
き

(
H
)

蘇
載
の

「鼻
息
」

の
諸
相

蘇
賦
は
、
煕
寧
年
聞
の
詩
三
首
の
後
、
二
十
五
年
に
わ
た

っ
て

「鼻
息
」
の
詩

を
作
ら
な
か
っ
た
。
次
に

「鼻
息
」
の
詩
か
現
れ
る
の
は
元
符
三
年

(
二

〇

一
)、

最
晩
年

の
六
十
五
歳
の
時
て
あ
る
。
晩
年
の
二
首
に
つ
い
て
注
目
す

へ
き
貼
は
、

煕
寧
年
聞
の

「鼻
息
」
か
持

っ
て
い
た

「不
卒
」
と
い
う
イ
メ
ー
シ
か
彿
拭
さ
れ
、

う
ら
ら
か
な
心
て
熟
睡
す
る
状
態
を
象
徴
す
る

「安
心
熟
寝
」
の
い
ひ
き

へ
と
イ

メ
ー
シ
か
憂
化
し
て
い
る
鮎
で
あ
る
。
空
白
の
二
十
五
年

の
聞
に
、
蘇
輯
の
身
は

俘
沈
を
繰
り
返
し
た
。
元
豊
年
聞
に
は
烏
塁
詩
案
を
経
て
黄
州

へ
流
罪
と
な
り
、

五
十
歳
代

に
は
所
謂

「
元
祐
の
更
化
」
て

一
度
は
中
央
政
冶
に
復
館
し
た
。
た
か

知
杭
州
の
職
を
願

っ
て
京
師
を
離
れ
た
後
、
新
法
窯
勢
力
の
復
盾
に
し
た
か

っ
て

次
第

に
南
方

へ
と
慶
諦
せ
ら
れ
、
果
て
は
侮
南
島
ま
て
流
さ
れ
た
。
二
十
五
年
の

聞
に
、
蘇
載
の
心
境
に
大
き
な
攣
化

の
あ

っ
た
こ
と
か
分
か
る
。
も

っ
と
も
詩
て

は
な
く
詞
に
、
「
鼻
息
」
と
い
う
言
葉
か
現
れ
る
も
の
か

一
首
あ
る
。
元
豊
六
年

七

一



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
八
集

(
一
〇
八
三
)
四
月
、

(中
冊
、
四
六
七
頁
)

夜
飲
東
披
醒
復
酔

蹄
來
髪
彿
三
更

家
童
鼻
息
已
雷
鳴

敲
門
都
不
磨

椅
杖
聴
江
聲

蘇
転
か
罪
人
と
し
て
黄
州
に
あ

っ
た
時
の
詞

「
臨
江
仙
」

を
見
て
お

こ
う
。
前
閾
を
引
く
。

夜
東
披
に
飲
ん
て
醒
め
て
復
た
酔
ふ

蹄
り
來
れ
ば
髪
彿
と
し
て
三
更
な
り

家
童
の
鼻
息

已
に
雷
鳴
し

門
を
敲
け
と
も
都
て
慮
ぜ
す

杖
に
椅
り
て
江
聲
を
聴
く

畑

で
少
し
酒
を
飲
ん
て
か
ら

日
付
の
攣
わ
る
頃
に
蹄
宅
し
て
み
る
と
、
ボ
ー
イ

は
既
に
主
か
戻

っ
た
の
に
も
氣
付
か
ぬ
ほ
と
熟
睡
し
て
高
い
ひ
き
で
あ

っ
た
、
と

い
う
情
景
て
あ
る
。
こ
の

「
鼻
息
」
は

「家
童
」
の
も
の
て
あ
り
、
他
者

の
い
ひ

き
を
描
寓
し
て
い
る
鮎
て
は
先

の
蘇
詩
三
首
と
異
な
る
が
、
「鼻
息
」
か
無
防
備

な
熟
睡
状
態
を
示
す
も
の
と
し

て
表
現
さ
れ
て
い
る
貼
に
注
目
し
た
い
。
元
豊
六

年

の
時
嵩

で
、
「鼻
息
」

に
込
め
ら
れ
て
い
た

「
不
卒
」
の
イ
メ
ー
シ
は
既
に
無

く
な

っ
て
い
る
。

蘇
戟
の
心
境
の
憂
化
は
、
彼

の
獄
中
て
の
髄
験
と
關
わ

っ
て
い
る
の
て
は
な
い

か
と
私
は
考
え
る
。
先
述
の

『春
渚
紀
聞
』
の
逸
話
に
お
い
て
、
諜
報
員
ら
し
き

人
物
か
蘇
賦
の
起
居
を
監
覗
し
て
い
た
。
も
し
獄
中
の
蘇
献

に
皇
帝

へ
の
謀
反
の

念
あ
り
と
到
断
さ
れ
れ
は
、
彼
は
す
く
に
威
刑
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
た
か
蘇
轄
は

不
審
な
檬
子
も
な
く
取
り
調

へ
に
磨
し
、
自
ら
詩
に

「少
思
多
睡
無
如
我
、
鼻
息

雷
鳴
憾
四
郷
」
と
う
た

っ
た
と
お
り
の
姿

て
眠

っ
て
い
た
。
「
次
韻
劉
貢
父
李
公

揮
見
寄
二
首

其

一
」
は

『
烏
塁
詩
案
』
に
探
ら
れ
た
詩

て
あ
り
、
す
な
わ
ち
紳

宗
も
こ
の
詩
を
知

っ
て
い
た
。

『
春
渚
紀
聞
』

に
お
い
て
箱
を
提
げ
た
人
物
か

「學
士
賀
喜
」
「安
心
熟
寝
」
と
告
げ
た
と
い
う
の
は
、
蘇
輯
の
詩
は
事
實
を
そ
の

ま
ま
述

へ
た
も
の
と
し
て
好
意
的

に
解
繹
し
よ
う
、
と
い
う
意
思
を
皇
帝
か
示
し

た
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇
賦
か

『春
渚
紀
聞
」
の
記
事
に
あ
る
内
容

七
二

を
語

っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
元
祐
六
年

(
一
〇
九

一
)
頃
の
こ
と
た
ろ
う
。
と
い

う
の
は
、
彼
は
頴
州
に
在

っ
た
こ
の
時
期
に
、
ち
ょ
う
と
聞
き
手
の
劉
季
孫
と
頻

繁
な
交
流
か
あ

っ
た
た
め
て
あ
る
。
蘇
輯
の

「鼻
息
」
は
烏
皇
詩
案
を
境
に
、
文

字
通
り
の

「安
心
熟
寝
」
に
直
結
す
る
も
の
と
な

っ
た
。

元
符
三
年
の
詩
二
首
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
年
、
彼
は
罪
を
許
さ
れ
、
海
南
島

か
ら
廉
州

(現
在
の
廣
西
壮
族
自
冶
塵
)

へ
移
れ
と
の
命
を
受
け
、
六
月
に
出
獲

し
て
竣
州
海
峡
を
渡

っ
た
。
「自
雷
行
廉
、
宿
興
廉
村
浄
行
院
」
(巻
四
十
三
)
は
、

海
を
渡

っ
た
蘇
輯
か
、
廉
州
へ
向
か
う
途
中
に
津
行
院
と
い
う
小
さ
な
山
寺

に
立

ち
寄

っ
て
休
ん
た
こ
と
を
述

べ
た
詩
て
あ
る
。
傅
藻
の

『東
披
紀
年
録
』
に
よ
れ

は
、
興
廉
村
の
津
行
院
に
立
ち
寄

っ
た
の
は
六
月
二
十
五
日
の
こ
と
て
あ
る
。

051015

荒
涼
海
南
北

佛
舎
如
難
棲

忽
行
椿
林
中

跨
空
飛
棋
枡

當
門
例
碧
井

洗
我
爾
足
泥

高
堂
磨
新
碑

洞
戸
分
角
圭

倒
床
便
甘
寝

鼻
息
如
虹
寛

童
僕
不
肯
去

我
爲
牟
日
稽

農
登

一
葉
舟

酔
兀
十
里
漢

醒
來
知
何
慮

荒
涼
た
り
海
の
南
北

佛
舎

難
棲
の
こ
と
し

忽
ち
楮
林
の
中
を
行
け
ば

空
に
跨

っ
て
棋
枡
を
飛
ば
す

門
に
當

っ
て
碧
井
洌
た
り

我
か
爾
足
の
泥
を
洗
ふ

高
堂
新
碑
を
磨
し

洞
戸
角
圭
を
分

つ

床
に
倒
れ
て
便
ち
甘
寝
し

鼻
息

虹
寛
の
ご
と
し

童
僕

肯

へ
て
去
ら
ず

我
れ

く干
日
の
稽
を
爲
す

農
に

一
葉

の
舟

に
登
り

醇
兀

十
里
の
渓

醒
あ
來
た
り
て

知
る
や
何
れ
の
虜
そ



鋸
路
老
更
迷

蹄
路

老
い
て
更
に
迷
ふ

睡
眠
中

の
蘇
輯
自
身
か
描
寓
さ
れ
て
い
る
の
は
第
九
句
か
ら
第
十
二
句
の

「倒

床
便
甘
寝
、
鼻
息
如
虹
寛
、
童
僕
不
肯
去
、
我
爲
孚
日
稽
」
て
、
自
分
は
大
い
び

き

で
氣
持
ち
よ
く
眠

っ
て
い
る
か
、
傍
ら
の
ボ
ー
イ
は
特
に
そ
の
昔
に
驚
い
て
逃

げ
出
す

こ
と
も
な
く
、
牟
日
休
憩
し
た
と
い
う
。
い
ひ
き
を
か
い
て
眠
る
自
分
自

身
を
題
材
と
し
て
詩
に
描
寓
す

る
と
い
う
基
本
そ
の
も
の
は
、
煕
寧
年
聞
の
三
首

の
詩
と
攣
わ
ら
な
い
。
た
か
、

こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
付
き
添
い
の
者
を
驚
か
せ

混
齪
さ
せ
る
よ
う
な
譜
諺
性
は
無
く
、
同
時
に
不
卒
の
要
素
も
な
い
。
第
十
句

の

「鼻
息
」
は
第
九
句
の

「
甘
寝
」
と
封
に
な

っ
て
お
り
、
蘇
転
か
自
然
に
熟
睡

て

き
る
状
態

に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
詩
中
に
い
び
き
の
音
か
示
さ
れ
て
ユ
ー

モ
ラ
ス
て
あ
り
、
全
髄
と
し
て
心
の
と
か
な
午
睡
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。
「鼻

息
」
自
髄
、
周
園
に
溶
け
込
む

よ
う
な
音
て
あ

っ
て
、
不
快
感
を
と
も
な
う
雑
昔

て
は
な
い
の
て
あ
る
。

次

に
學
げ
る

「欧
陽
晦
夫
恵
琴
枕
」
(巻
四
十
三
)
は
、
「鼻
息
」
の
表
現
を
用

い
、
熟
睡
の
自
然
さ
を
よ
り
強
調
し
て
表
し
た
詩

て
あ
る
。

こ
れ
は
蘇
載
か
廉
州

に
到
着
し
て
か
ら
約

一
週
間
後

に
作
ら
れ
た
詩

て
、
彼

の
睡
眠
中
の
い
び
き
か
、

古
代
の
名
曲
の
音
律
に
正
し
く
合
致
し
て
い
る
と
述

へ
る
。

中
郎
不
眠
仰
看
屋

得
此
古
橡
園
尺
竹

輪
困
漢
落
非
笛
材

剖
作
袖
琴
徽
珍
足

05

流
傳
幾
盧
到
淵
明

臥
枕
論
巾
酒
新
漉

孤
鷲
別
鵠
誰
復
聞

鼻
息
駒
駒
自
成
曲

中
郎
眠
ら
す

仰
い
て
屋
を
看

此
の
古
橡
團
尺
の
竹
を
得
た
り

輪
困
漢
落

笛
材
に
非
す

剖
き
て
袖
琴
を
作
し
て
徽
診
足
れ
り

幾
盧
に
流
傳
し
て
淵
明
に
到
り

臥
し
て
論
巾
に
枕
し

酒
新
に
漉
す

孤
鷲
別
鵠

誰
か
復
た
聞
か
ん

鼻
息
駒
駒

自
ら
曲
を
成
す

蘇
輯

の
い
び
き
の
詩

に

つ
い
て

薬
琶
の
よ
う
に
音
律
を
知
る
人
か
眠
ら
す
に
屋
根
を
仰
き
見
て
、
古
い
橡
か
ら

周
團

一
尺
も
あ
る
こ
の
竹
を
見

つ
け
た
。
た
か
太
す
ぎ
る
う
え
穴
も
大
き
す
き
て

笛
を
作
る
に
は
向
か
な
い
の
て
、
割
い
て
小
振
り
の
琴
を

つ
く
り
、
綜
を
張
り
琴

柱
を
立
て
た
。
こ
れ
か
何
箇
所
か
に
流
輔
し
た
の
ち
陶
淵
明
の
よ
う
な
私
の
も
と

へ
來
た
の
て
、
酒
を
漉
し
た
は
か
り
の
頭
巾
も
脱
か
ず
こ
れ
に
枕
し
た
り
す
る
。

「孤
驚
」
や

「別
鵠
」
と
い

っ
た
名
曲
は
も
う
聴
く
こ
と
か
で
き
な
い
か
、
か
わ

り
に
私

の
大
い
ひ
き
か
コ
ウ
コ
ウ
と
か

っ
て
に
演
奏
を
し
て
い
る
。

第
七
句
に
つ
い
て
、
王
状
元
庄
本
に
引
く
趙
次
公
の
庄
は
、
「
孤
鷺
、
別
鵠
は
、

古
琴

の
名
曲
な
り
」
と
い
う
。
第
五
句
で
は

「流
傳
幾
虜
到
淵
明
」
と
自
ら
を
陶

淵
明
に
比
し
て
い
る
か
、
「孤
鷺
」
「別
鵠
」
と
い
う
曲
名
も
陶
淵
明
の
詩
を
踏
ま

え
て
い
る
。
「孤
攣
」
「別
鵠

(別
鶴
)
」
は
、
「擬
古
」
其
五
に
お
い
て
、

知
我
故
來
意

我
の
故
に
來
た
る
意
を
知
り

取
琴
爲
我
弾

琴
を
取
り
て
我
か
爲
に
揮
す

上
弦
驚
別
鶴

上
弦

別
鶴
に
驚
き

下
弦
操
孤
鷺

下
弦

孤
鷲
を
操
る

と
、
陶
淵
明
か
わ
ざ
わ
さ
會
い
に
行

っ
た
東
方
の
隠
士
か
淵
明
の
た
め
に
演
奏

し
た
古
い
琴
の
名
曲
の
名

で
あ
る
と
お
り
、
孤
高
の
隠
士
の
比
喩
で
あ
る
。
淵
明

の
句
を
踏
ま
え
た
う
え
て

「孤
驚
別
鵠
誰
復
聞
、
鼻
息
駒
駒
自
成
曲
」
と
い
う
と

き
、
蘇
試
は
、
自
分
の
志

の
表
れ
て
あ
る
い
ひ
き
の
音
は
、
淵
明
か
尊
敬
し
た
孤

高
の
隠
士
に
よ
る
演
奏
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
た
と
言

っ
て
い
る
。
結
句
の

「
鼻
息
駒
駒
自
成
曲
」

に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
施
注
か
引
く
唐

の
段
成
式

の

『酉
陽
雑
姐
』
(績
集
、
巻
三
、
四
部
叢
刊
初
編
)
の
記
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。

許
州
有

一
老
僧
、
自
四
十
夏
已
後
、
毎
燦
熟
即
喉
聲
如
鼓
篁
、
自
成
韻
節
。

許
州
伶
人
伺
其
寝
、
即
譜
其
聲
。
按
之
綜
竹
、
皆
合
古
奏
。
僧
覧
亦
不
自
知
。

二
十
蝕
年
如
此
。

七
三



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
八
集

(許
州
に

一
老
侶
有
り
、
四
十
の
夏
よ
り
已
後
、
篠
熟
す
る
毎
に
即
ち
喉
聲

鼓
篁
の
如
く
、
自
ら
韻
節
を
成
す
。
許
州
の
伶
人
其
の
寝
を
伺
ひ
、
帥
ち
其

の
聲
を
譜
す
。
之
を
縣
竹
に
按
す
る
に
、
皆
古
奏
に
合
す
。
信
豊
む
る
も
亦

た
自
ら
知
ら
す
。
二
十
蝕
年
此
く
の
如
し
。)

こ
の
許
州
の
老
僧
は
、
自
分

て
は
氣
付
か
な
い
う
ち
に
い
ひ
き
を
か
き
、
し
か

も
そ
の
音
か
古
代
の
音
律
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
、
音
樂
の
專
門
家
て
あ
る
樂

人
に
よ

っ
て
讃
明
さ
れ
た
。
蘇
転

は
こ
の
話
を
踏
ま
え
、
そ
れ
な
ら
ば
自
分
か
睡

眠
中
に
自
然
と
鳴
ら
し
て
い
る
い
ひ
き
の
音
も
ま
た
、
許
州
の
老
僧
の
そ
れ
と
同

様
に
高
爾
な
音
樂
た
と
自
費
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
熟
睡
中
の
人
か
、
自
分
の

い
ひ
き
を
意
識
し
て
聴
く
こ
と
は
な
い
。
し
た
か

っ
て
、
熟
睡
し
て
い
た
は
す
の

蘇
輯
か
自
分
の
い
ひ
き
か
と
ん
な
音

て
あ
る
か
を
得
意
氣
に
論
し
る
こ
と
自
膣
、

ま
す

ユ
ー
モ
ラ
ス
て
あ
る
。
肯
え

て
自
分
の

「鼻
息
」
の
長
所
に
つ
い
て
語

っ
て

み
せ
る
と
い
う
屈
託
の
無
さ
か
、
彼

の
う
ら
ら
か
な
心
境
と
眠
り
の
自
然
さ
を
謹

明
し
て
い
る
。

五
、
詩
語

「
鼻
息
」

の
展
開

蘇
輯
は
、
晩
年

に
作

っ
た
二
首

の
詩
て
、
詩
中
の
人
物
の
い
ひ
き
を
指
す

「鼻

息
」
の
イ
メ
ー
シ
を

「
不
不
」
か
ら

「安
心
熟
寝
」

へ
と
修
正
し
た
。
蘇
載
が
詩

に
用
い
た

「鼻
息
」
は
、
彼
か
詩
を
作
る
そ
ば
か
ら
同
時
代
の
文
人
た
ち
に
吟
味

さ
れ

つ
つ
探
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
蘇
載
の
文
學
に
學
ん
た
後
人
に
受
け
縫
か

れ
て
い
っ
た
。

例
え
は
、
蘇
賦

の
弟
て
あ
る
蘇
轍

(字
は
子
由
、
號
は
頴
濱
ま
た
は
樂
城
、

一

〇
三
九
～

一
=

二
)
の
、
「和
王
適
災
背
讃
書
」

(『
樂
城
集
』
巻
十
二
、
四
部

叢
刊
初
編
)
と
い
う
詩
を
畢
げ
る
。

こ
れ
は
、
元
豊
六
年

(
一
〇
八
三
)
秋
の
作

て
、
先
に
學
げ
た
蘇
輯
の
詞

「
臨
江
仙
」
か
作
ら
れ
た
の
と
同
し
年
て
あ
る
。

051015

少
年
讃
書
虜

寒
夜
冷
無
火

老
來
百
事
傭

灸
背
但
空
坐

眼
昏
愁
細
書

把
巻
惟
恐
臥

寒
衣
補
故
褐

家
醸
熟
新
糀

微
微
窩
影
斜

曖
曖
雲
陰
過

昏
然
偶
成
課

鼻
息
已
無
奈

見
童
更
笑
呼

書
冊
正
前
堕

衰
瀬
今
自
由

不
復
問
冬
課

七
四

少
年
讃
書
す
る
威

寒
夜
冷
や
か
に
し
て
火
無
し

老
來

百
事
傭
し

背
を
灸
り
て
但
た
空
し
く
坐
す

眼
昏
く
し
て
細
書
を
愁
ひ

巻
を
把
り
て
惟
た
跡
す
を
恐
る

寒
衣
故
褐
を
補
ひ

家
醸
新
糀
熟
す

微
微
と
し
て
窩
影
斜
あ
に

曖
曖
と
し
て
雲
陰
過
く

昏
然
と
し
て
偶
た
ま
課
を
成
し

鼻
息
已
に
奈
と
も
す
る
無
し

見
童
更
こ
も
笑
ひ
て
呼
ひ

書
冊
正
前
に
堕

つ

衰
癩

今
自
ら
由
り

復
た
冬
課
を
問
は
す

若
い
頃
讃
書
に
は
げ
ん
た
場
所
て
は
寒
い
夜
に
火
の
氣
も
な
か

っ
た
か
、
年
を

と

っ
た
今
は
す

べ
て
か
氣
怠
く
火
を
背
に
し
て
ほ
ん
や
り
と
座

っ
て
い
る
。
眼
か

よ
く
見
え
す
細
か
い
文
字
に
う
ん
ざ
り
し
、
書
巻
を
手
に
と

っ
て
は
倒
れ
て
眠

っ

て
し
ま
わ
な
い
か
と
氣
遣
う
。
薄
い
服
を
は
お

っ
て
古
い
服
を
補
い
、
自
家
製
酒

を

つ
く
る
た
あ
の
儒
米
も
實

っ
て
い
る
。
か
す
か
な
枝
の
影
か
窓
に
映

っ
て
斜
め

に
、
薄
暗
く
雲
の
陰
か
通
り
過
き
る
。
朦
朧
と
し
て
い
つ
の
閲
に
か
眠
り
に
落
ち
、

い
ひ
き
は
も
う
と
う
し
よ
う
も
な
い
。
子
供
た
ち
は
代
わ
る
代
わ
る
笑

っ
て
呼
ひ

合
い
、
書
巻
は
眞
正
面
に
落
ち
た
。
老

い
衰
え
て
気
怠
い
の
を
言
い
繹
に
し
て
、

冬
の
仕
事
を
し
な
い
の
は
言
う
ま
て
も
な
い
。



十

一
・
十
二
句
に

「
昏
然
偶
成
課
、
鼻
息
已
無
奈
」、
眠
り
に
落
ち
た
と
き
自

然

に
嚢
せ
ら
れ
る
い
ひ
き
を
自
分

て
は
と
う
し
よ
う
も
な
い
と
言
い
、
「
鼻
息
」

の
語
か
用
い
ら
れ
て
い
る
。
績
く

二
句
て
は

「児
童
更
笑
呼
、
書
冊
正
前
堕
」
と
、

い
ひ
き

の
音
を
背
景
に
、
周
園

の
光
景
か
描
か
れ
る
。
子
供
た
ち
か
可
笑
し
か

っ

て
呼
ひ
合

っ
た
り
、
い

つ
の
聞

に
か
本
を
落
と
し
た
ま
ま
眠
り
こ
け
る
怠
そ
う
な

自
身

の
檬
子
を
書
き
込
む
の
は
、
欧
陽
脩
と
蘇
載
の
延
長
上
に
あ
る
ユ
ー
モ
ア
の

表
現
と
言
え
る
。
た
だ
、
こ
の
詩

に
お
け
る

「鼻
息
」
は
、
蘇
輯
の
詩
に
見
た
ほ

と
特
別
な
意
味
を
持
た
な
い
。
蘇
轍
の
こ
の
詩
の
主
題
は
、
傭
さ
に
ま
か
せ
て
閑

を
擶
喫
す
る
と
い
う
も

の
て
、
概
ね
白
居
易
以
來
の
閑
適
詩
の
系
譜
と
言
え
る
た

ろ
う
。
た
た
、
詩

の
中
に
い
ひ
き
を
か
く
自
身
を
登
場
さ
せ
、
「
鼻
息
」
と
い
う

言
葉
か
探
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
は
庄
意
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
蘇
…轍
は
崇

寧
三
年

(
一
一
〇
四
)

に
も
、
「鼻
息
」
を
用
い
た

「葺
東
齋
」

(『
蘂
城
後
集
』

巻
三
、
四
部
叢
刊
初
編
)
詩
を
作

っ
て
い
る
。

0510

徹
屋
如
燕
巣

歳
歳
添
泥
土

泥
多
暫
完
潔

屋
老
終
難
固

況
復
非
吾
盧

珈
爾
避
風
雨

圖
書
易
新
幌

几
杖
移
故
虜

宵
眠
不
澤
安

鼻
息
若
炊
釜

見
孫
喜
相
告

定
省
便
蚤
莫

徹
屋
燕
巣
の
こ
と
く

歳
歳
泥
土
を
添
ふ

泥
多
く
し
て
暫
く
完
潔

屋
老
い
て
終
に
固
め
難
し

況
ん
や
復
た
吾
か
盧
の

珈
か
も
爾
か
風
雨
を
避
く
る
に
非
さ
る
を
や

圖
書
新
に
幌
を
易
へ

几
杖

故
庭
を
移
す

宵
眠
澤
ば
す
し
て
安
ん
し

鼻
息
炊
釜
の
こ
と
し

見
孫
喜
ひ
て
相
告
げ

定
省

便
ち
蚤
莫

蘇
賦

の
い
び
き

の
詩

に

つ
い

て

1520

我
生
渓
山
聞

弱
冠
衡
茅
住

生
來
乏
華
屋

所
至
軌
成
趣

苦
恨
無
嚢
金

莫
克
償
地
主

投
老
付
天
公

著
身
豊
無
所

私
の
破
れ
た
家
は
ツ
バ
メ
の
集
の
よ
う
に
、

ゆ
く
。

ソ
バ
メ
の
集
は
泥
か
多
け
れ
ば
暫
く
の
聞
と
て
も
清
潔
た
か
、

な
る
と
固
め
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。

け
る
の
に
少
し
も
役
立
た
な
い
か
ら
尚
更
た
。

て
、
机
と
ひ
し
か
け
を
移
動
さ
せ
る
。
夜
の
眠
り
は
と
こ
て
あ
っ
て
も
安
ら
か
て
、

い
ひ
き
は
釜
の
飯
を
炊
い
て
て
も
い
る
よ
う
た
。
子
孫
は
喜
ん
て
聲
を
掛
け
あ
い
、

明
け
暮
れ
よ
く
世
話
を
し
て
く
れ
る
。
私
は
山
谷
の
聞
に
生
ま
れ
、
二
十
歳
に
は

も
う
隠
居
の
草
舎
に
住
ん
て
い
た
。
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
立
振
な
御
殿
と
は
無
縁

た
か
、
至
る
先
々
て
趣
を
味
わ
え
る
。
恨
あ
し
い
の
は
金
映
病
て
、
地
主
に
地
代

を
支
彿
え
な
い
こ
と
。
老
年
に
至

っ
て
天
を
頼
み
と
す
れ
は
、
と
こ
て
も
こ
の
身

を
落
ち
着
か
せ
ら
れ
る
。

隠
居
の
閑
雅
な
悟
り
の
境
地
を
述

へ
た
詩
て
、
「宵
眠
不
揮
安
、
鼻
息
若
炊
釜
」

と
い
う
安
心
し
た
作
者
の
熟
寝
の
い
ひ
き
か
、
詩
の
全
髄
に
違
和
感
な
く
溶
け
込

ん
て
い
る
。
蘇
戟
の
場
合
、
彼
の
個
人
的
な
髄
験
か
ら

「鼻
息
」
に
持
た
せ
る
イ

メ
ー
シ
を
途
中
て
攣
化
さ
せ
た
。

一
方
蘇
轍
は
、
特
に

「安
心
熟
寝
」
す
る
人
物

の
い
ひ
き
と
い
う
意
味
て
の
み
、
詩
語
と
し
て
の

「鼻
息
」
を
縫
承
し
た
こ
と
か

分
か
る
。

我
れ
漢
山
の
聞
に
生
ま
れ

弱
冠
に
し
て
衡
茅
に
住
む

生
來
華
屋
乏
し
き
も

至
る
所
軌
ち
趣
を
成
す

苦
だ
恨
む
嚢
金
無
き
を

地
主
に
償
ふ
を
克
く
す
る
莫
し

投
老

天
公
に
付
き

身
を
著
く
る
に
豊
に
所
無
か
ら
ん

年
こ
と
に
泥
土
か
積
み
重
な

っ
て

災
か
古
く

ま
し
て
や
私
の
家
は
お
ま
え
か
風
雨
を
避

書
物
は
新
し
く
表
紙
を
と
り
か
え

七
五



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
八
集

次
に
、
元
祐
以
來
蘇
輯
と
親
し
か

っ
た
友
人

の
李
之
儀

(字
は
端
叔
、
號
は
姑

漢
居
士
、

一
〇
四
八
～

一
一
二
八
?
)
の
詩
を
見
る
。
彼
は
、
「首
夏
」
(『
全
宋

詩
』
巻
九
七
二
)
と
い
う
詩
の
中
て

「鼻
息
」
を
用
い
て
い
る
。

嬌
紅
掃
書
縁
陰
成

嬌
紅
掃
き
孟
き
て
縁
陰
成
り

便
畳
庭
虚
暑
氣
生

便

ち
畳
ゆ
庭
虚
に
し
て
暑
氣
生
す
る
を

旋
彿
藤
床
方
竹
枕

旋

ち
藤
床
を
彿
ひ
方
に
竹
に
枕
せ
ん
と
す

不
妨
鼻
息
作
雷
鳴

鼻
息

の
雷
鳴
を
作
す
を
妨
げ
す

あ
て
や
か
な
紅
い
花
か

一
掃

さ
れ

て
緑
樹
の
陰
か
て
き
る
と
、
こ
ん
と
は
庭
が

か
ら
ん
と
し
て
夏
の
暑
さ
を
感
し
る
よ
う
に
な

っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
藤
の
寝
床
を
彿

っ

て
竹
を
枕
に
し
、
い
び
き
か
雷
鳴

の
よ
う
な
轟
昔
を
た
て
る
に
ま
か
せ
る
。

静
か
な
庭
を
自
ら
の
い
ひ
き

の
音
で
濁
占
し
な
か
ら
午
睡
を
滞
喫
す
る
と
い
う

状
況
は
、
蘇
輯
の

「佛
日
山
榮
長
老
方
丈
五
紹

其
四
」
と
共
通
す
る
。
た
か
、

李
之
儀
の
詩
は
徹
底
し
て
爽
や
か
な
初
夏
の
書
寝
の
樂
し
み
を
述

べ
た
七
言
紹
句

て
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
詩
に
は

「清
風
」
も

「庭
花
」
も
無
く
線
の
暑
氣
に
淀
ん

た
よ
う
な
木
陰

の
静
け
さ
と
、

「鼻
息
」

の
音

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
か
際
立

っ
て
い

る
。
李
之
儀
も
蘇
轍
と
同
様
、
悠

々
と
し
た

「安
心
熟
寝
」
の
イ
メ
ー
ン
と
し
て

の

「鼻
息
」
を
探
用
し
た
こ
と
か
分
か
る
。

　お
　

ま
た
、
蘇
転

の
影
響
を
強
く
受

け
た
と
さ
れ
る
圧
藻

(字
は
彦
章
、

一
〇
七
九

～

一
　
五
四
)
も
、
「大
熱
行
施
徳
山
中
不
可
車
馬
歩
至
凌
氏
林
亭
詩

(大
熱
行
、

族
徳
山
中
は
車
馬
す

へ
か
ら
す
、
歩
し
て
凌
氏
の
林
亭
に
至
る
詩
)」
詩

(『
俘
漢

集
』
巻
二
十
九
、
四
部
叢
刊
初
編
)
の
中
て

「
鼻
息
」
を
用
い
る
。
詩
の

一
部
を

引
用
し
て
お
こ
う
。

や
し
な

庭
空
燕
雀
乳

庭
空
に
燕
雀
乳
ひ

樹
老
苺
苔
封

樹
老
い
て
苺
苔
封

つ

露
広
過
摘
竹

露
広
り
て
緒
竹
を
過
き

七
六
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風
凄
横
澗
松

風
凄
く
澗
松
を
横
ぎ
る

欣
然
曲
肱
臥

欣
然
と
し

て
肱
を
曲
げ
て
跡
し

鼻
息
春
酷
濃

鼻
息
す

春
酷
儂
し

庭
は
か
ら
ん
と
し
て
燕
や
雀
か
子
育
て
を
し
て
お
り
、
樹
木
は
老
い
て

一
面
苔

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
露
は
流
れ
出
て
垣
根
の
竹
を
過
き
、
風
は
は
げ
し
く
吹
い
て

澗

の
松

の
横
を
通
る
。
心
地
よ
く
肘
枕
で
眠
り
、
私
か
い
び
き
を
か
く
の
は
春

の

強
い
濁
酒
の
た
め
。

こ
の
詩
て
は
、
晩
春
の
庭
の
景
に
溶
け
込
ん
た
作
者
が
、
悠
々
と
書
寝
を
し
な

か
ら

「鼻
息
」
を
し
て
い
る
。
李
之
儀
の
詩
と
同
様
、
暖
か
な
午
後
の
情
趣
を
切

り
取

っ
た

一
場
面
を
描
い
て
い
る
の
て
あ
り
、
こ
こ
て
の

「鼻
息
」
は
も
は
や
氣

樂
な
午
睡
に
お
決
ま
り
の
風
物
の

一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
至

っ
て

「鼻
息
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
音
聲
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
や
荒
々
し
い
俗
臭
は
お

ろ
か
、
特
有
の
滑
稽
味
す
ら
も
剥
き
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
心
し
た
熟
睡

状
態
と
イ
コ
ー
ル
の
關
係
て
結
ば
れ
、
通
常
の
詩
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
穏
や
か

な
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
て
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
南
宋
の
楊
萬
里
が

「鼻
息
」
を
詩
に
用
い
て
い
る
事
實
を
傍
謹
と
す
る
こ
と
か
て
き
る
た
ろ
う
。

楊
萬
里
は
、
作
詩

の
際
に
注
意
深
く
來
歴
の
確
か
な
俗
語
を
選
揮
す
る
詩
人
で

ハせ
　

あ
る
。
「春
夜
孤
坐
三
首

其

一
」

(『誠
齋
集
』
巻
十
二
、
四
部
叢
刊
初
編
)
詩

を
見

て
み
よ
う
。

見
女
駒
駒
鼻
息
聲

見
女

駒
駒

鼻
息
の
聲

虚
堂
誰
伜

一
先
生

虚
堂

誰
か
伜
ふ

一
先
生

に

春
寒
夜
静
燈
花
落

春
寒

夜
静
か
に

燈
花
落

つ

敷
壷
残
更
睡
不
成

残
更
を
敷

へ
壷
く
し
て

睡
成
ら
す

子
ど
も
た
ち
は
熟
睡
し
て
こ
う
こ
う
と
大
い
ひ
き
、
う

つ
ろ
な
こ
の
部
屋
に
誰

が
私
と

一
緒
に
い
よ
う
か
。
春
の
寒
さ
の
な
か
夜
は
静
か
で
燈
心
か
花
形
に
嶢
け



落
ち
て
ゆ
く
、
明
け
方
の
四
時
ま
で
敷
え
終
わ
っ
た
の
に
私
は
ま
だ
寝
付
け
な
い
。

深
夜
に
子
ど
も
た
ち
が
無
心
に
熟
睡
し
て
い
る
様
子
を

「見
女
駒
駒
鼻
息
聲
」

と
、
駒
駒
た
る

「鼻
息
」
で
表
現
し
て
い
る
。
静
か
な
環
境
と
人
聞
の
い
ひ
き
で

あ
る

「鼻
息
」
と
が
無
理
な
く
融
合
し
、
詩
人
を
取
り
巻
く
穏
や
か
な
時
聞

の
流

れ
を
表
現
し
て
い
る
。

六
、
お

わ
り

に

蘇
輯
は
人
間
の
い
ひ
き
を
表
す
詩
語
と
し
て

「鼻
息
」
を
選
揮
し
た
。
特
に
、

「鼻
息
」
と
い
う
言
葉
で
自
分
自
身
が
い
び
き
を
か
い
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
詩

を
五
首
作

っ
た
。
こ
の
五
首
と
い
う
数
は
、
彼
の
先
人
が
作

っ
た
い
び
き
の
詩
と

比
較
し
て
多
い
と
言
え
る
。
そ
の
う
ち
煕
寧
年
間
の
三
首
は
、
豪
快
な
い
ひ
き
の

轟
音
に
自
ら
の

「
不
卒
」

の
氣
持
ち
を
鱈
晦
さ
せ
る
ユ
ー
モ
ア
の
表
現
と
し
て

「鼻
息
」
を
用
い
た
も
の
て
あ
る
。
し
か
し
、
烏
塁
詩
案

の
後
に
新
生
で
き
た
こ

と
を
喜
ん
た
彼
は
、
「鼻
息
」

に
持
た
せ
る
イ
メ
ー
シ
を
自
ら
改
め
た
。
晩
年
、

元
符
年
聞
の
二
首
に
お
い
て
、
蘇
輯
の

「鼻
息
」
は
自
然
な
生

の
必
然
と
も
言
う

べ
き

「
安
心
熟
寝
」
に
伜
う
い
び
き
を
表
し
て
い
る
。
以
後
、
蘇
輯

の
詩
友
と
後

纒
者
た
ち
は
、
人
が
安
心
し
て
熟
睡
す
る
と
き
の
呼
吸
音
を
示
す
言
葉
と
し
て
、

「鼻
息
」
を
詩
に
探
り
入
れ
て
い

っ
た
。
い
ひ
き
そ
の
も
の
は
、
本
來
詩
に
多
く

は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
俗
な
題
材

て
あ

っ
た
。
ま
た
、
「鼻
息
」
と
い
う
言
葉
は
、

元
來
人
の
い
び
き
を
指
す
詩
語
と

し
て
は

一
般
的
で
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
蘇
輯

が
こ
の
題
材
と
言
葉
を
肯
え
て
選
澤
し
て
提
示
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
後
の

詩
人
も
自
然
な
熟
睡

の
象
徴
と
し
て
詩
に
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
「
鼻
息
」
が
本

來
持

っ
て
い
る
俗
臭
と
音
聲
的
な
衝
撃
は
薄
ら
い
で
い
っ
た
。
そ
し
て
、
南
宋
ま

て
に
は
受
け
容
れ
や
す
い
詩
語

の

一
つ
と
し
て
定
着
し
た
。
「
鼻
息
」
は
、
身
近

て
日
常
的
な

ワ
ン
シ
ー
ン
の
中
か
ら
蘇
輯
に
よ

っ
て
選
揮
さ
れ
、
宋
詩

の
流
れ
の

蘇
輯
の
い
び
き
の
詩
に
つ
い
て

な
か
て
詩
語
に
昇
格
し
た
言
葉
の
具
髄
的
な

一
例
と
言
え
る
た
ろ
う
。

注
(
1
)

何
蓮

『
春
渚
紀
聞
』

に

つ
い
て
は

『
學
津
討
原
』
本
、

お
よ
び
張

明
華
鮎
校

『春

渚
紀
聞
』

(唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、

一
九
八

三
)
を
参
照
し
た
。

(
2
)

孫
樵
は
、

字
は
可
之
。
韓
愈

の
も
と

て
學

び
、
大
中
年
聞

(八

四
七
-

八
五
九
)

に
進
士

に
あ
げ
ら
れ
た
。

(
3
)

な
お
、
「
嘲
蔚

睡
」

は
韓
愈

の
作

て
は
な

い
と
の
論

か
あ

る
か
、

從
わ
な

い
。
周

紫
芝

『
竹
披
詩
話

』

に
は
、

「
世
所
傳
退
之
遺
文
、
其

中
載

「
嘲

蔚
睡
」

二
詩
、
語

極
怪
謡
。
退
之
、
卒

日
未
嘗
用
佛
家
語
作
詩
。
今
、
云

「
有
如
阿
鼻

　
、
長
喚

忽
家

罪
」
、
其
非
退

之
作
決
夷
。

又
如

「
鐵
佛
聞
雛
眉
、

石
入
戦
揺

腿
」
之
句
、
大
似
鄙

隔
。
退
之
、

何
當
作
是
語
。

小
見
輩
齪
眞
、
如
此
者
甚

家
。
烏

可
不
辮
。
」

と
い
う

一
條

か
あ
り
、

「
嘲
蔚
睡
」

か
韓
愈

の
作

て
あ

る
こ
と
を
否
定

し
排
斥
す

る
。

し
か

し
何
孟
春

は
、

「
退
之

「嘲
貯

睡
」

二
詩
、
竹
披

周
少

隠
、

謂
其
怪
講
無
意
義
、
非

退
之
作
。
春
以
爲
、
不
然
。
此
張
籍
之
所
謂
駁
雑
者
。
退
之
、
特

用
爲
戯
耳
」

と
述

へ
、
韓
愈

の
詩

て
あ

る
と

み
な
し
て
い
る
。

こ
こ
て
は
何
孟
春

に
從

い
、
韓

愈
の
作

品
と
し

て
扱

う
。

(
4
)

こ
の
詩

の
制
作
年

に

つ
い
て
、

四
部
叢
刊
本

の
庄

に

「
嘉
砧

四
年
」

と
あ
る
。
嘉

祐

四
年

(
一
〇
五
九
)

の
作

て
あ
れ
ば
、
欧
陽
修
は
五
十

三
歳
、
給
事
中
、
知
制
誰
、

史
館
修
撰

な
と

の
職

に
あ

っ
た
。

な
お
、
詩

の
第
七
句

か
ら
第
十

二
句

に
は
、
「
憶

昨
開
封
暫
陳
力
、
屡
乞
残
骸
避
煩
劇
、
聖
君
哀
憐
大
臣
聞
、
察
見
衰
病
非
虚
飾
、
猶

蒙
不
使
如

罪
去
、
特
許
遷
官
還
蕾
職
」
と
煩
忙

の
職

の
苦
痛
を
述

へ
て
い
る
。

(
5
)

「
嘲
肝
睡
二
首

其

こ

の
原
文

は
、
『
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
文
集
遺
文
』
巻

一
、

四
部
叢
刊
初
編

に
擦

っ
た
。
訓
讃

は
、
迭

り
假
名

の
表

記
の

一
部

を
除
き
、

久
保
天

随
課

『
韓
退
之
全
集
』

(績

國
課
漢
文
大
成
、

日
本
圖
書

セ

ン
タ
ー
、

一
九
七

八
)

に
櫨

っ
た
。

な
お
、

「
嘲
蔚
睡

二
首

其

二
」

冒
頭
四
句

の
訓
讃
お

よ
び
解
繹

に

つ

七
七
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中
國
學
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報
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十
八
集

い
て
は
、
後
掲
注

(6
)
の
谷
口
匡
氏
の
論
文
に
從
っ
た
。

(6
)

谷
口
匡

「「張
中
丞
傳
後
叙
」
と
韓
愈
の
立
場
」
(『筑
波
中
國
文
化
論
叢
9
』

一

九
八
九
)

(7
)

韓
愈

「迭
孟
東
野
序
」
の
解
繹
は
、
大
木
康

『不
卒
の
中
國
文
學
史
』
(筑
摩
書

房
、

一
九
九
六
)
二
二
頁
・
二
三
頁
に
擦
っ
た
。

(8
)

李
寮
撰

『績
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
百
十
四
、
醜
宗
煕
寧
三
年
に
、
以
下
の
記
事

か
あ
る
。
「詔
江
准
嚢
蓮
、
湖
北
運
司
髄
量
殿
中
丞
、
直
史
館
蘇
戟
居
喪
服
除
往
復

買
販
、
及
令
天
章
閣
待
制
李
師
中
供
桝
照
騎
見
賦
妄
冒
差
借
兵
卒
事
實
以
聞
、
侍
御

史
知
雑
事
謝
景
温
劾
奏
故
也
。
景
温
與
王
安
石
連
姻
、
安
石
實
使
之
。
窮
治
、
卒
無

所
得
。
賦
不
敢
自
明
、
久
之
、
乞
補
外
。
上
批
出
與
知
州
差
遣
、
中
書
不
可
、
擬
令

通
剣
頴
州
、
上
又
批
出
改
通
到
杭
州
。」
(中
華
書
局
、

一
九
九
二
、
第
九
冊
、
五
二

〇

一
頁
)

(9
)

蘇
戴
は
煕
寧
四
年

(
一
〇
七

一
)
の
十

一
月
二
十
八
日
に
杭
州
通
刎
に
着
任
し
た
。

そ
し
て
、
煕
寧
五
年
に
は
、
「鴉
種
委
行
」
「電
魚
歌
」
「
呉
中
田
婦
歎
」
(す
へ
て

『合
庄
』
巻
八
)
な
と
肚
會
の
有
檬
を
謁
刺
す
る
詩
を
作

っ
て
い
る
。
「鴉
種
変
行
」

に
は
見
回
り
に
來
る
た
け
て
役
に
立
た
な
い
勧
農
の
使
者
か
描
か
れ
、
「寳
魚
歌
」

は
民
に
重
税
を
課
し
嚴
し
い
刑
罰
て
臨
む
政
府
を
比
喩
に
よ
っ
て
誠
し
た
詩
、
「
呉

中
田
婦
歎
」
は
凶
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
金
を
納
め
て
困
窮
す
る
農
婦
を
う
た
っ
た

詩
て
あ
る
。

(10
)

韓
愈

「石
鼎
聯
句
詩
序
」
原
文
。
「元
和
七
年
十
二
月
四
日
、
衡
山
道
士
軒
韓
彌

明
、
自
衡
下
來
、
蕾
與
劉
師
服
進
士
、
衡
湘
中
相
識
、
將
過
太
白
、
知
師
服
在
京
、

夜
抵
其
居
宿
、
有
校
書
郎
侯
喜
、
新
有
能
詩
聲
、
夜
與
劉
説
詩
、
彌
明
在
其
側
、
貌

極
醜
、
白
髪
黒
面
、
長
頸
而
高
結
、
喉
中
又
作
楚
語
、
喜
覗
之
若
無
人
、
彌
明
忽
軒

衣
張
眉
、
指
鑓
中
石
鼎
、
謂
喜
日
、
子
云
能
詩
、
能
與
我
賦
此
乎
、
劉
往
見
衡
湘
聞

人
読
、
云
年
九
十
鯨
　
、
解
捕
逐
鬼
物
、
拘
囚
鮫
蠕
虎
豹
、
不
知
其
實
能
否
也
、
見

其
老
、
頗
貌
敬
之
、
不
知
其
有
文
也
、
聞
此
説
大
喜
、
即
援
筆
題
其
首
爾
句
、
次
傳

於
喜
、
喜
踊
躍
、
即
綴
其
下
云
云
、
道
士
唖
然
笑
日
、
子
詩
如
是
而
已
乎
、
印
袖
手

七
八

聲
肩
、
荷
北
魑
坐
、
謂
劉
日
、
吾
不
解
世
俗
書
、
子
爲
我
書
、
因
高
吟
日
、
龍
頭
縮

菌
讃
、
家
腹
濃
彰
亨
、
初
不
似
纒
意
、
詩
旨
有
似
議
喜
、
二
子
相
顧
葱
骸
、
欲
以
多

窮
之
、
帥
又
爲
而
傳
之
喜
、
喜
思
盆
苦
、
務
欲
璽
道
士
、
毎
螢
度
欲
出
口
吻
、
聲
鳴

盆
悲
、
操
筆
欲
書
、
將
下
復
止
、
寛
亦
不
能
苛
也
、
畢
即
傳
道
士
、
道
士
高
鋸
大
唱

日
、
劉
把
筆
、
吾
詩
云
云
、
其
不
用
意
、
而
功
盆
苛
、
不
可
附
説
、
語
皆
侵
劉
侯
、

喜
盆
忌
之
、
劉
與
侯
皆
巳
賦
十
鯨
韻
、
彌
明
慮
之
如
響
、
皆
頴
睨
含
識
調
、
夜
盤
三

更
、
二
子
思
端
不
能
績
、
因
起
謝
日
、
奪
師
非
世
人
也
、
某
伏
　
、
願
爲
弟
子
、
不

敢
更
論
詩
、
道
士
奮
日
、
不
然
、
章
不
可
以
不
成
也
、
又
謂
劉
日
、
把
筆
來
、
吾
與

汝
就
之
、
郎
又
唱
出
四
十
字
爲
八
句
、
書
詑
使
讃
、
讃
畢
謂
二
子
日
、
章
不
已
就
乎
、

二
子
齊
磨
日
、
就
　
、
道
士
日
、
此
皆
不
足
與
語
、
此
寧
爲
文
邪
、
吾
就
子
所
能
而

作
耳
、
非
吾
之
所
學
於
師
而
能
者
也
、
吾
所
能
者
、
子
皆
不
足
以
聞
也
、
猫
文
乎
哉
、

吾
語
亦
不
當
聞
也
、
吾
閉
口
　
、
二
子
大
櫃
、
皆
起
立
林
下
葬
日
、
不
敢
他
有
間
也
、

願
聞

一
言
而
已
、
先
生
稻
、
吾
不
解
人
聞
書
、
敢
問
解
何
書
、
請
聞
此
而
已
、
道
士

寂
然
若
無
聞
也
、
累
問
不
慮
、
二
子
不
自
得
、
即
退
就
座
、
道
士
碕
膀
睡
、
鼻
息
如

雷
鳴
、
二
子
恒
然
失
色
、
不
敢
喘
、
斯
須
曙
鼓
撃
墜
、
二
子
亦
困
、
遽
坐
睡
、
及
費

日
巳
上
、
驚
顧
寛
道
士
不
見
、
邸
問
童
奴
、
奴
日
、
天
且
明
、
道
士
起
出
門
、
若
將

便
旋
然
、
奴
怪
久
不
返
、
即
出
到
門
寛
、
無
有
也
、
二
子
驚
椀
自
責
、
若
有
失
者
、

聞
遂
詣
鯨
言
、
飴
不
能
識
其
何
道
士
也
、
嘗
聞
、
有
隠
君
子
彌
明
、
豊
其
人
耶
、
韓

愈
序
。」

(11
)

朋
九
萬
撰

『東
披
烏
皇
詩
案
』
の

「與
劉
頒
通
到
唱
和
」
の
條
に
以
下
の
よ
う
に

言
う
。
「煕
寧
六
年
九
月
内
、
頼
和
劉
放
寄
秦
字
韻
詩
云
、
「白
髪
相
望
爾
故
人
、
眼

看
時
事
幾
番
新
」
以
識
誠
朝
廷
。
近
日
更
立
新
法
、
事
尤
多
也
。」
(『函
海
』
第

一

函
所
牧
、
二
十
四
葉
)

(12
)

本
文

「楚
嚢
王
問
於
宋
玉
日
、
「先
生
其
有
遺
行
與
?
何
士
民
衆
庶
不
魯
之
甚
也
9
」

宋
玉
封
日
、
「唯
、
然
、
有
之
。
願
大
王
寛
其
罪
、
使
得
畢
其
僻
。
客
有
歌
於
郵
中

者
、
其
始
日

「下
里
巴
人
」、
國
中
圏
而
和
者
激
千
人
。
其
爲

「陽
阿
莚
露
」、
國
中

厨
而
和
者
激
百
人
。
其
爲

「
陽
春
白
雪
」、
國
中
属
而
和
者
不
過
激
十
人
。
引
商
刻



羽
、
雑
以
流
徴
、

國
中
屡
而
和
者

不
過
敷
人
而
已
。
是
其
曲
彌
高
其
和
彌
寡

。
故
鳥

有
鳳
而
魚
有
鰻
。
(
後
略
)
」

(宋
玉

「封
楚
王
問
」
)

(13
)

銭
鍾
書

『
宋
詩
選
註
』

(人
民
文
學
出

版
砒
、

一
九
五
八
)

一
一
=

頁

に
、

「
從
他

(
圧
藻
)
的
作
品
看
來
、
主
要
是
受
蘇
載
的
影
響
。
」

と
あ
る
。

(14
)

鏡
鍾
書

『
宋
詩
選
註
』

一
五
九
頁

に
、

「
請
看
他

(楊
萬
里
)
自

己
的

話

:

『
詩

固
有
以
俗
爲
雅
、
然
亦
須
経
前
輩
取
鋳

:
』
」
と
あ
り
、
ま

た
、
「
他
用
的
俗

語
都
有

出
典
、
是
白
話
裏
比
較

『
古
雅
』
的
部

分
。
」
と
あ

る
。
な
お
、
『
宋
詩
選
註
』

の
讃

解

に
際
し
、
宋
代
詩
文
研
究
會
課

注

『
宋
詩
選
庄

(
1
～

4
)
』

(東
洋
文
庫
、

卒
凡

肚
、
二
〇
〇
四
～

二
〇
〇

五
)
を
参
照
し

た
。

蘇
賦

の
い
び
き

の
詩

に

つ
い
て

七
九


